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はじめに

この半世紀間における東大阪市域の変貌には目を見張るものがあ

ります。道路・鉄道の整備・新設と住宅・会社・工場・商店などの

建設は、広がっていた田園風景を一変させてしまいました。西ノ辻

遺跡周辺も例外ではなく、現在は田畑をほとんど見ることができま

せん。しかし、この地域の開発は今に始まったことではなく、弥生

時代から平安時代ごろまでは住居・墓地などを営んだ集落があり、

その後中世以降は一部を除いて田畑化したことが近年の発掘調査か

ら判ってきました。

本遺跡は、東大阪市に数多く存する遺跡の中でも、古くから弥生

時代の遺跡として周知され、注目されてきた遺跡のひとつです。今

回の調査においては弥生時代の集落に伴う複数の大溝、別の墓域の

発見、中世および近世以降の耕作地の様相など多大な成果を上げる

ことができました。本書の内容は地域史の形成過程解明の一助とな

るものと思っています。

現地調査および資料整理にあたりご協力いただいた関係諸機関、

諸氏に厚くお礼申し上げます。

平成 13年 9月

東大阪市教育委員会

教育長 奥田健次
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例 百

1. 本報告書は、共同住宅建設工事に先立って実施した西ノ辻遺跡42次発掘調査の報告である。

2. 発掘調査は、日本エスコン株式会社と協議を行い、その依頼を受け「覚書」を締結して、東大阪

市教育委員会が2000年1月17日から 2月26日まで実施した。

3. 現地調査は若松博恵が担当し、吉田綾子の協力を得て実施した。遺物整理および報告書作成に伴

う作業はオ原金弘のもと横原美智子などがそれにあたった。

4. 動物遺体の同定については、大阪市立大学医学部第2解剖学教室の安部みき子さんの教示を得、

報文を頂いた。

5. 本報告書は、遺物の整理およびその執筆が先行したことから遺構と遺物を章別とする記述形態を

とった。その結果、第3章4. aは横原・若松、 bは村上昇（立命館大学大学院）、 cは横原、

dは安部、第4章は吉田・若松が執筆し、それ以外は若松が執筆・編集した。

6. 現地の土色および土器・土製品の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修•財団法人色

彩研究所監修『新版標準土色帖』に準拠した。

7. 現地調査にあたっては、日本エスコン株式会社、安西工業株式会社、本山公平、東朋子（敬称略）

など多くの方々の協力を得た。記してお礼申し上げます。
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第1章 調査に至る経過と遺跡の概要

平成11年10月22日付けで、弥生町1415-3、1412、1455、1456における共同住宅建設の届け

出があった。当該地は西ノ辻遺跡のほぽ中心部に位置し、北・南隣接地など周辺地域から弥生・古墳

時代の遺構・遣物が確認されていることから、既存建物解体に伴い同年11月15日、建築予定域内の

東・中・西の3カ所について試掘調査を実施した。その結果、中・西の 2ヵ所で古代から弥生時代に

わたる遺物（土師器、須恵器、弥生土器）と遺物包含層を確認した。このことから発掘調査の実施に

ついて、調査範囲確定のための再試掘調査を行うなどの協議を重ね、諸々の事情により東大阪市教育

委員会で対処することとなり、「覚書」を締結して、平成12年 1月17日から 2月26日まで調査を実

施した。

西ノ辻遣跡は縄文時代から江戸時代に亘る複合遺跡で、とくに弥生時代中期末から後期中葉の土器

様式名一西ノ辻N式、 I式など一に見られたように弥生時代の遺跡として周知されている。発掘調査

は平成13年4月現在43次を数えるが、その大半は国道308号線内の鉄道（近鉄束大阪線） ・道路（道

路拡幅・第二阪奈有料道路）建設およびその周辺開発に伴ったもので、遺跡の北部に集中している。

旧石器時代の裂状剥片および縄文時代早期から後期の土器片などは少量出土しているが、姻構は確

認されていない。縄文時代晩期になると突帯文土器が今回の調査地だけでなく、石器・土偶などとと

もに点在して出土し、ピット・溝も検出されている。

弥生時代には、中期でも中葉以降から後期の土器が埋没谷内などから多掘に出土し、その周辺から

方形周溝墓・大溝・住居跡などが検出されており、全容は明らかではないが、この時期に大きな集落

が営まれていた。

古墳時代前期の資料は明確ではないが、後期になると須恵器・土師器・韓式系土器・製塩土器・盾

持ち人物埴輪などの遺物、掘立柱建物•井戸などの住居関連遺構や埋没谷内から貯水・導水用の水利
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第2図 西ノ辻遺跡の石碑

施設が検出されている。

奈良から平安時代前半は須恵器・土師器などの遺物と建

物跡、木枠井戸、土坑などが検出されており、北・中部に

集落が営まれている。平安時代末期から鎌倉時代にかけ、

広い範囲で整地が行われ、耕作地などが整備された。鎌

倉・室町時代以降、とくに北部で瓦器・土師器・呪符木簡

などの遺物、掘立柱建物・井戸などの遺構が数多く検出さ

れており、これは旧植附村へと引き継がれ、東高野街道沿

いの西之辻（宿）などの村落も形成されていった。

平成 11年10月、岡本元氏の御寄贈と本山公平氏の御協

力によって周知の西ノ辻遺跡の石碑の再建がなされ（第2

図）、また、平成13年2月2日には、本山氏の御好意によ

りこの石碑建立地が新たに大阪府の条例に基づく史跡指

定地となった。

第2章 位置と環境

西ノ辻遺跡は、生駒山地の西麓部に形成された扇状地上、標高7~20mに位置している。現在の行

政区分では東大阪市東山町、弥生町、西石切町3丁目、南荘町、宝町にわたり、東西400m、南北約

600mの範囲を有している。現在、遺跡の南西端付近から北東端付近にかけてほぼ南北方向に旧国道

170号線、その東に旧東高野街道がほぽ平行して走り、北端には近鉄東大阪線・第二阪奈有料道路を内

包する国道308号線が東西方向に延び、その周辺には住宅、会社、工場、商店などが立ち並んで、

畑は一部に残存しているのみである。

西ノ辻遺跡の周辺には、旧石器時代以降の各時代の遺跡が数多く分布している。

旧石器時代の遺跡は、東方の千手寺山・正興寺山・山畑と本遺跡や西接する鬼虎川遺跡などから、

ナイフ形石器・蔑状剥片などの旧石器が出土している。

縄文時代になると、東接する神並遺跡から早期の押型文土器や土偶•石器と集石遺構などが見つか

っており、押型文土器は本遺跡や日下・山畑遺跡などからも出土している。前期には温暖化がピーク

に達し、鬼虎川遺跡東部などからこの時の海蝕崖が検出されるとともに、前期土器も出土している。

後期には南接する鬼虎川遺跡をはじめ、神並・芝ヶ丘・日下や南方の縄手・馬場川遺跡などから後期

土器・石器・土偶が出土し、本遺跡からも少数ではあるが検出している。晩期には日下・鬼塚や馬場

川などの遺跡に集落が営まれた。

弥生時代になると、鬼虎川遺跡西端に長原式土器と前期土器を包含した貝塚があり、同遺跡中央部

および植附遺跡などから前期土器や溝が検出されている。中期になると鬼虎川遺跡には数条の大溝を

伴う大集落が形成され、貝塚や多くの方形周溝墓なども検出されている。この状況は平野部の瓜生堂

遺跡などでも見られ、やや遅れて本遺跡も中期後半から後期前半に大集落が形成された。後期の遺跡

には段上•上六万寺・北鳥池遺跡などがある。

古墳時代前期には鬼虎川遺跡の南部および五合田遺跡など、後期には本遺跡をはじめ鬼虎川・植附・

芝ヶ丘・市尻遺跡などに集落が営まれる。前期の古墳は見られないが、北方の塚山古墳をはじめ猪の

木塚古墳、客坊山 1号墳など中ごろ以降築かれるようになり、神並・出雲井・客坊山・山畑などに群

田
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集墳、植附・段上辿跡に小裂低方墳など、後期古墳が山麗部を中心に数多く築造された。

飛鳥から平安時代前期には、河内寺、怯通寺、石；疑寺、やや後出する客坊廃寺などの寺院が建立さ

れ、本此跡や鬼虎川・神並・鬼塚辿跡などから、集落関連の逍物・遣構が検出されている。

平安時代後半から鎌倉時代には、広い籍l川で整地活動が行われた。本遺跡や神並逍跡などから、掘

立柱建物・ =J:J.手・戸などとともに耕作跡が検出されており、西方の水走遺跡ではこの時期に大掛かりな開

発が実施された。

室町時代には、本追跡をはじめ、暗峠越奈良街道、東高野街道沿いなどに村落が営まれ、その多く

ば江戸時代以降まで存続した。それとともに、客坊城、平野部の若江城などが戦乱期を中心に築城さ

れたが、安上・桃山時代までにほとんど廃絶してしまった。

’,,..つ‘‘J.I
｀圭

第3図遣跡周辺図
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第3章調査の概要 ＼ 

1.調査の方法

調査は埋蔵文化財に支障をきたす杭伏せ部

分を対象とし、幅 3mの東西方向に細長い

北・南2本のトレンチを設定した（北トレン

チ東部に一部突出部あり）。ただし、図面上既

存建物（図面提出）などに伴う破損部および

西側の新川との関係などを配慮してとくに東

西端部分は除外した。その結果、上面での北

トレンチの長さ約106m、南トレンチの長さ

約100mとなった。

調査対象地は旧国道170号線（旧外環状線）

に西接し、東西約120m、南北約35mと東西

に長い敷地で、もと軍需関連の工場、のちプ

ラスチック関連の会杜とその工場（トープラ）

が建っていた。道路面は標嵩約 O.P.+13mを

測るが、敷地全体は道路面から少し傾斜して

下り、西端の南北方向に流れる新川までほぽ

O.P.+12.Sm前後に整地され、その上に会社関

連の建物などが構築されていた。そのため新

川東岸および西岸にはコンクリート擁壁があ

り、川を挟んだ西岸との間に約 lmの高低差

が生じている。

試掘調査の結果段階で、調査対象層までの

深度が中東部で GL-0.3m、西部で GL-

1.5m、と西へいくほど盛土の多いことが確認

されていた。そのため東西方向に細長いトレ

ンチは、調査対象幅は 3mであるが、安全傾

斜を考慮して平面幅は基本的に 3m、4.5m、

6mの3段階に分けた。また、調査に伴う掘

削残土は敷地内において処理する必要があっ

たことから、両トレンチとも基本的に東西2

回 (1・ 2段階部分と 3段階部分）に分け反

転方法による調査を行った。

調査に際し国土座標などの委託ができなか

ったため、両トレンチとも任意にトレンチ東

喘から10m間隔で地区をA~Kに設定して区

画し一調査途中で調整のため北トレンチC地

第4図 調査トレンチ位世および地区割設定図
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第5図基本層位図

区、南トレンチD地区のみ9.4mになっている一調査を実施した（第4図参照）。

2.層序

本調査地内は調査開始時にほぽ平坦であったが (O.P.+12.5m前後）、後に詳述するように各時代に

よって地形・土地利用の様相はかなり違っていた。縄文時代以前には北東から南西方向に流れていた

自然流路、幾度かの中断はあるが弥生～奈良•平安時代前半における集落域の、中世前半における大

掛かりな整地（第4層）、近世から近代には東から西に向かっての 3段以上の棚田が形成されていた一

旧・既存建物などの建築工事および解体時にその多くは撹乱されてはいたが現況地盤から深度の異な

る近世から近代にわたる耕作土または床土を確認（第 1・ 2 ・ 3層）一、建築工事に伴う盛土。各層

とも土色・質などは調査地域内で若干相違し、細分した。基本層位には各層とも主体となる層名を記

□ • •縄文以前 踪 ••弥生 翌…奈良•平安 圃 • • •中世

しておく （詳細は第6~9図参照）。

基本層位（第 5図）

第1層 耕土（近代） 黒褐色砂混じり粘質土・暗緑灰色砂混じりシルト質土。

第2層 床土（近代） 橙色・褐灰色の砂混じりシルト質粘土。

縄文土器、弥生土器、須恵器、土師器、陶磁器などの小・細片、庖丁片など出土。

第3層 耕土（近世） 暗灰黄色・灰色の砂混じり粘土質シルト。
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IC. オリープ灰色12.SG¥"5/11砂況じりシルト買、小霞を少旦含む。

2A． は灰色(SG6/］)紗ー'Jヽ霞況じり粘貫シル,.
2B•2C-1. II灰色(SG6/］）け滉じり帖士買シルト．小霞を少旦含む。
3A. オリープ灰色(2.SG¥,/］）シルト只粘土。

3B•3C. オリープ灰色(7.5GY6/］）砂湿じりシ）し｝只粘土、'
4A-1. II/ii色(5G5/］）砂．讚滉じり帖土閃シルト。

4A-2， 黄灰色(2.51"6/11,Jヽ・細硬を含む。

4B・4C-I. /11111色(2,5¥'3/2)砂況じり粘土nシルト、西膚の下国に細
粒紗のラミナ少し況じるe

5A-1・ は灰色(7.5GY5/］）砂、小霞況じり帖土閃シ）し卜。

5A-2. U灰色(7.5GY6/］）細粒砂。

SA-3. ll灰色(IOGYS/2)細粒紗混じり帖土只シルト．

SA-4. 0(オ，I-プi!¥“‘如 9"R・ンル"8し．
SA-5. ll灰色(7.5CY5/1)砂混じりシルト。
6A-,. オリープ黄色(5¥"6/4)シルト．小置を含む。

6A-b. オリープ貨色（町6/2)小覆細粒砂、シ几卜を含む。

6A-,. 灰黄色(2.5¥6/2)小覆砂況じる。

6A一止 にぶ項色(25l.6/4)1:.mヽ員員色IIO¥l!<nll/lPl.11.，J讀、中粒けを含む，

6A-,. にぶい貨色(2.5¥"6/4)細粒砂。

7A-l. .'!¥褐色(IO¥R3/2)シルト買粘土。

7A-2. 褐色(7.5¥l<</6)と褐色(7.5¥l<<IJ)シルト買粘土，小硬を含む，

7A-3. 町黄褐色(10)1<6/6)粘1li。
7B. 黄灰色 (2.3•4/］）シルトn粘土，

泣1會 天オリープ色(5'"6/2)シルト・細けを含む。

浚2.灰色（釘6/］）シルト。
泣3. 黄灰色(2.SYS/1),Jヽ・中既，

浚4.オリープ灰色(5GY5/l),Jヽ・中買、砂を含む。

渭］． 暗オリープ灰色（2.IG¥o/llWJ!じりン）9卜買粘土、灰オリープ色(75¥"6/l)

綱粒けがラミナ状に入る．

清7. 黄灰色 (2.3•4/］）砂混じり土，

清］1-a. オリーブ用色(5'"2/2)砂況じりシルトn粘土。
溝11-b.．"褐色（公四／］）粘土只シルト、灰員色(2.5'"6/2)細＂り涅じる．

溝12-... オリープ引色 (3•2/2) 砂況じりシルト買粘土。

消12-b. . ~I 褐色（庄N2/］）粘土It シルト、仄黄色(,.,，·6/2) 砂がラミナ状に入

る．

清］3 !n褐色(2町3/11粘土nシ几卜、灰員色(2.5¥"6/2)砂がラミナ状に入
る。

渭14. 烈褐色(109R3/2)粘土ロシルト、けがラミナ状に入る。

土A. 黄灰色(25¥-S/l)砂況じりシルげ1粘土。

土4. ．9mu色(25¥.3/1)帖土只シルト。

土7. /lllll色(JO、'R3／2)砂況じり粘土nシJJ.ト。
土9. '褐色(2.5¥3/1)粘土只シルト。

P,. オリーブ灰色(SGY6/］）シルトロ帖土、砂・小霞を含む。

P<. 灰色(5¥-S/l)砂滉じりシルト買粘土。

P7-a. u.'II色(7.5GY2/l)シルト只帖土．

P7-b. l,9'色(7.5GY5/1)砂、小鑽を含む。

PB-•. 明オリープ色(SGY4/l)砂滉じりシルト買粘土。
P8-b． 灰色(JOYS/I)粗粒紗．

PIO. !8褐色(IO¥'R3／1)粘土只シルトC

Pll. ~！褐色 (25Y3/l) 帖土買シルト。

PIS. /!I褐色(JOY貶／1）粘土買シルト。
P27. 黒褐色(25¥コ／1）粘土買シルト。

P29. 黒N色(2.5¥"3/1)粘土只シルト

P<2. 黒褐色(2.5¥"4/1)粘土質シルトe

P50. /!I色(2.5¥"2/1)砂泣じり粘土nシルトとにぶヽ黄褐色
(IOWし4/3)シルト買帖土。

第6図北トレンチ南断面図 1
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lC. ！n褐色に.5¥1/1)妙況じり砂11土，
1D-1 ,"I褐色(I0¥11l/l)紗況じり紗買土，

1D-こ 員仄色（25¥"4/I)砂況じりけ買土，

lE-1. 岨U仄e(7.5G¥919)紗汲じりシルト1t帖士．（lu績土）
JE-2. オリープ灰色(SGY6/I)砂ユじりけ貫シ凡t.

2c-1. .,llf!ISGJ/1)紗況じり砧土II,ル,.
2c-2. .,＂灰色 (lOCl/1)やや帖買ンル）の砂It土、漏色(?swUI』)り買土を含む．
2D. lt灰色（均．』／1）紗11土、炒,J置を3じ．
2E. ≪I色(5¥116/6)け豆じりシルト買枯土．小竃を含む，
3C， 仄色(75m/11紗泣じり1/i土11シ凡卜．
31L 嶋只色(IOWUII) や<•シ＂況じり"II土．砂→小彎を3L··
JE-1 灰色（町9/1)秒士じり砂1l土．
3E-2 オリープ灰色（乙記Y6/1)・にぷいn色(7.5Yl函 4)＂＆切り 1lシ几卜．
4C-1． 閲褐色(10¥10/1)紗aじり帖土買シ..}、置を含む．件王土li.'1更z、瓦50ピ9R出土．
ic-L .＂色 (10＼1'2/1)帖土買紗11シルト、霞を含む。9ヰ z:．匹召瓦2iなど多敦出土． "• 町屯員e(2mu2)＂It土．町員褐色(10Wお19)＂Rをat・.
40-1. オリープ隕色 (5\1/1)"弘じり1/i.i•9.. ，／）ヽ・中彎を 3む． Mb 賃色(75、lll/6)とU仄e(IOCEIlJのII及じり砂買土．
”-2 鴫灰色("/）只褐色(I0¥10/2)帖土Itシ9-f．り胃を3じ、井生土乙．土輝乙、., 11,. 行がJープ只e（;c,·w,) 帖土買シ9—ト・什＂士ヨ""'色(IDWら19) ＂買±.,tn!aじ．

恵乙など多く出土． /ild. 灰Ill色(75WU/2)砂It土に
4D-3． 仄色(X9/）と峨員色(7.51'R5／9)砂況じりンルト1t帖土．以を含じ． no 聞州色(10¥1'2l2)砂買土．員色(25¥R9/6)itll土出じ9．火を3む。
7-1. 'II色(10¥l<Vl）粘土1lシルト、小讚を多く含む．
7-2. "鶉e(IOWUII)け1lンルト．nn11をJ:<at・.

-J.-ifl3-d. .'10.{,.,'刀』1帖土11シ凡比州胃色(ID¥た/l）紗胃土．11--111""を3じ．
大清トー•• /l1色(7.5¥1'1.7/1)粘土買シルト．下喜1こ"R"を多く含む．
＊潤1-b. ~\色 ,,_,.,·211) 帖土賣シル'·'少を少し~t·.

＊清,-,. ."漏0.(2.5¥1/1)粘土買ン..,.

盛 土
O.P. 
土11.00m

5m 

大渭,-.. -"'胃 e(75\1<2/1) け浅じ9)枯土買ンルト． 小•中霞を at·,

大渭1-b_ :!I胃色 (2,---,.,11) 彊い帖土II 伏． ，Jヽ •91•費をac·.

大渭2 •• ！●褐色(7-"'Z/1)砂況じり帖土貫シルト．
大渭2-し E色9991)と.'l¥"1(!(10¥'RUI)シルト11砧土．""を3む．
大溝2-＜ 鴫仄e(MI)紗且じり9凡9買帖土．

).＿渭2-d. 灰色("I) と剛灰貴色に5\•912) 帖±．紗・霞を 3じ．

*73-•• !9l色（年9/1)"ぷじり帖土買ン，.ト、K•霞を含み．；層を少し aC‘•
大渭J-~ "'色(75''RI7/1)砂況じり粘土貫シ,.ト．やや帖買，
大渭J-ら オリープ黒色(5'1/2)紗泣じりシ,."1l帖土．

溝● 灰色（ョ•911)Xじり帖土買シ凡卜 ．

渭b 灰色（町』／1）i;J!じり帖土買シ，.,.

溝c． 灰色5MIII帖土買シ凡f,

溝． 千色（町9/1)粘土賃シルトc

清' '<l".(5'"</1)帖土＂シ凡卜．
清f.Jl(l".(5¥"4/1)桔上nン,,_,.
渭g． 仄色(”』/1)け汲ビり帖土買シルト．

渭1． 灰eGY9/1)け況じり粘土買シルト．

土］2-L 灰色（I-J四／）シル＂＂占上 ．

土12-•. 崎庄e(Sl/) 貼土．
土Iヽ か）ープ灰..1記ヽ SII)紗辺じり＂買士．にぶい Ne(7.5¥R5/4)＂"及じる．

P6し虹(""R71)）帖土買ンルト．

.... 暉（均9/1)帖土買シルト．

Pb・ '潤色(10,10/1)砂置じり紗貫土．

Plll.'l1色(2.5G四 l)紗辺じり9バ貫帖パ紐,.

頑ら込み•- ..nぢ色(5即 /1)"況じり帖土買ン凡,.
濯ら込みb. オリープ仄色(25G"11)紗溢じりンルト11枯土．
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-i I ぷ与1-1, 盛土

流1-k 流1

‘--------------------＼流1-g/i -
流1-j ＼ ， 建物基礎

し—‘コンクリート
3A-l. 撼氏色910WUIII帖土賣シルト．
JA-2. 璽属e（均9／1) 帖土●シ...,.~．員膏色 (I0..9/2）紗貫土
＂ー） ．燻褐色(lon切 l)粘土買シルト。
'A-2. 具川色（とn9/l)け貫土．
IA-3. 嵐髯色（四"")帖土胃シ，，，ト、liiB(SHl)),;11±.
』A-<.鸞色(lOW乙1) 帖土賃シ凡9 胃色 (7.»'R◄/3）砂買土 ．
5-L 灰f!(SY4/l)砂賣土置胃色(IOYR:l/1)帖土賃シルト．
s-2. JI!嶋色（四、9/l)帖土胃シル9．小塵を多く含じ．
7A-I. I：ふ1ヽ 寄構色(5¥.. 4/3)シい貫帆土．

7A-2. 明員襴色llOYIめ／9）シ...9貫帖土．紗、4...illじる．
7A-3． 灰旧色(SY◄/2) 帖土（ややシ尾卜買） ．

79-l. 愚閾e(）0W口／2）砧土貫シ...9.
7B-2. オリープ反色（＂コ／ 1）帖土胃シルト．
78-3. 員禾色(234/l)砂買土．

78-4. 凰褐色（とn9/1)・褐色(7.5¥..9/』）貼土胃シル'・

洟l-a．明肩灰色(7.5¥1!7/2)小暑、紗を含じ．
邊I-.. ，ュ、1 ヽ貴Ill色 (10Y6/31,J...·"·"ル 9を含 C‘•
洟 1一ら口色(9mm/6) 覧•中＂紗． ，J量を含じ．
遁1-d. “仄色(7SGWII)妙直じりンい（やや粘胃1小覆を含t・,
漬1-e． 仄員色(2n•6/2) シルト、．＂砂を Sむ．
遍1-r.オリープ灰eIとCw/1J 砂没じりシ...9 買、小•中璽を含t.t.
濱1-,. オリープ灰色(2.SG),6/l)シい賃麗＂砂を含 t・.
浸1-h, Iこふ1 、 Ill色 17.5YR7／◄ I Jヽヽ・中・を含む．
減1一し 灰貴肩色110函／2）シ..9胃．紗．小霞置じる．
浚1-j. "'員@.(2..,'1.，/2）シ...9●●●"紗を含む．
這1-K. *')ーブ仄eISGY6/1) 中• Ill粒け． 小置illじる ．
這1-1 仄色(10\•9/l) ・にぷい員 1!1色 (IOWU/9) ●～囮粒砂．漏,-..浅員色（>Sl7/◄)>
洩1一凡 l""i1年 7/4)シルト・・・中＂紗を少し含<・,
洟l-o. ..賃色(2.5Y6/2)シルト’"“"〇む。
itl-p 灰オリープ色15l'6/2) シルト賣．中 •Ill"り． 9）●を令む．
減l-q オリープ灰色（屯Y6/1) シい買•"紗を含む．
濾,-,.1:.か員llll!(lOYR6/4) シい●帖土•"紗を含む．
道1-,. Iこぷい員eIと雌／9） Ill • 中＂り、小霞を含t.t.
洟1-,. 111/I.II色(10池／6）シ凡"".I±,
洟1-山灰員色(296/2)シM ．．＂紗を含む。
洩,-,.疇灰員色(>町6/2)シルト・・"...,J遭'illじる．
減2一ュ U玩色(SGS/l)紗ゑじり帖土買シり．
洟，＿し 員Iii@.(公叩／1）ン凡9●土．，Jヽ・中霞湿じる．
浸2-e オリープ灰色(SG¥'S/l)シ...卜買、り．，J、中霞を含む．
洟2-~ "'邑Im/I)●＂け、 4遭 illじる．
和ー•• 仄色(7.>¥'S/1)シル9貫．砂．小霞を含t.t.
洟2-f.＊＇)ーブ灰色 (2.SG¥S/1)紗買シルト．砂．小・中彎湿じる．
洩2-•• 灰eI75Y6/1)紗illじりシルト．遺,_..オリープ仄e（庄Cヽ"')砂．，Jい●を含t.t.
遺2-9. ＊＇J ープ灰色(7.5Y6/l) シ凡K•R紗を含じ．
減2-j. II.灰色(la]5/l)紗．小霞を含む．
洟2-k. "'釦75、'Sil)砂．＇」．を含 t・.
洟2-1 IJ.l/if!(75G＼"'）●ー中けを含t・.

潤．． 扇鴫色(2.5¥0/l)・賃灰色（とn・』Il)帖土●シ...ト．
郎． 鼠鴫色（四、9/1)• 員灰e(と汀4/11 帖土貫シい．
潤l．鴫灰賣色（と函／2)シい買帖土．

嗣,. 反貴11色(IOYRヽ／2）帖土●シル9.,J置を含む．
勇s.属膚色(>.>¥0/1)・貴灰釦2.5¥，9/1)砧土貫シル9.
清＆鳳纏色（匹9/1)帖土貫シ凡9.
溝7 遷縄色（エ1コ／1）・員灰色(2.5Y4/l) 帖土•シル9.
溝9 晟縄(!(2.5\0/1) ・貨灰色 l均•9/1) 帖土賣シ凡9.
綱9．蝙色(10,1!2/l)帖土貫シ凡9.＂色 (7.5¥.. u/3）砂貫土．
潤l~ 爛II色（四/I)・剛仄貴色（公Y4/2)帖土＂シル 9.

±.. 霊色(IOYRl/2)枯土買ンル9．小•をr干含t.t .
土l,. J11胃色I>年／1)•11仄eに叩／I) 帖土賣シルト．

P20. 風色(IOW9/2)紗illじり帖土買シルト． 4ヽ・・壼をむ干含じ．
P,. 属鴨f!I公5YJII) け玉じりシり•帖土．
Pe. !IIII色（年コ／1）•員灰色(2.5Y4/l) 桔土員シ.....
Pl. 璽II色(,S,,/1) ・貫灰色(25•4/1) 貼土＂シ...ト．
p.. 雇膚e（口m／1)・員灰色（公n・4/1)帖士胃シ凡9.
Pb. /II蝙色（とW3/1) 1貴灰色 (2.SY◄/1) 帖土貫シ..ト.
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7C-4-
IA. 暗オリープ灰色(5GY4/l)砂滉じり砂質土。

IB-1. 黒色(5Y2/］）シルト質土、小礫を若千含む。

IB-2. 暗オリープ灰色(5GY4/］）砂況じり砂汽土。

2A. ti灰色(5BG5/］）砂質シルト、やや粘質。
2A-l. 斉灰色(5BG5/l)砂質シルト、やや粘質。

2A-2. にぶい黄褐色(IOYR4/3)砂質土。

2B-l. オリープ黒色(5Y3ハ)砂'i"l土、小・中礫を含む。
2B-2. 脊灰色(5BG5/l)砂質シルト、やや粘汽。

3B-l. 緑灰色(5G5/l)砂況じl)粘質土．小礫を含む。

3B-2. オリープ黒色(7.5Y3/］）砂質土、黄灰色(2.5Y4/］）砂、小・中礫を若T含む。

3B-3. 給灰色(IOG5/l)砂混じり粘土質シルト。

3C-l. 黄灰色(2.5Y4/l)・褐色(7.5YR4/6)砂償土。

3C-2. 灰オリープ色(7.5Y4/2)・褐色(IOYR4/4)砂償土。

4B-l． 黒色(IOYR2/l)粘土質シルト、黒褐色(5YR2/l)砂質土、小礫を含む。

4B-2． 灰黄褐色(!OYR4/2)砂質土、黒褐色(IOYR3/l)粘士竹シルト、褐色(7.5YR4/4)砂汽土。
4C-l. 黄灰色(2.5Y4/l)砂質土、小礫を若干含む。

4C-2. 黒褐色(!OYR3/］）粘土'i"l辺叶‘掲色（IOYR4/6）砂質土゚
4C-3. オリープ黙色(5Y3/l)・暗灰黄色(25Y4/2)砂質土、オリープ黒色(5Y2/2)粘土質シルト。

4C-4. 黒色(IOYR2/l)粘土質シルト、黒褐色(!OYR3/2)シルト質土を若千含む。

4C-5. 灰色(IOY5/］）砂況じりシルト質粘土、礫を含む。

4C-6. 暗オリープ灰色(2.5GY4/］）・オリープ累色(7.5Y3/l)・褐色(7.5YR4/6)砂質土。

4C-7. 暗灰黄色(2.5Y4/2)砂、黒褐色(2.5Y3/］）砂、小礫を含む、オリープ黒色(7.5Y3/2)砂質土。
4D-l． 黒褐色(IOYR3/l)砂質土、小・中礫を多く含む。

4D-2． オリープ黒色(5Y3/2)砂沢土、小礫を含む。

4D-3． オリープ焦色(7,5Y3/］）・黄褐色(IOYR5/6)砂冗土、小礫を含む。

7C-1． 黒褐色(!OYR3/2)シルト質土、黒色(!OYR2/］）粘土質シルト、にぶい黄褐色(IO¥'R4/3)砂買土。
7C-2. オリープ凩色(75Y3/2)砂質土、小ー中礫を多く含む。

7C-3. 暗オリープ灰色(2.5GY3/l)砂只土、小・中礫を含む。

7C-4. 灰オリープ色(5Y5/2)シルト閃粘土、粗・細粒砂を含む。

J
 

ー H
 

盛土

O.P. 
+11.oom い

j

1A 2A 
i 

c.o 
4C-7 

J
 

盛士

O.P. 
+11.oom 

大溝l． 灰色(5Y4/l)粘土（ややシルト沢）、砂を少し含む。

大溝3-a. オリープ黒色(5Y3/l)・黄灰色(2.5Y4/l)粘土質シルト｀小礫を含む。
大溝3-b. 黒褐色(lOYR3/l)・黄灰色(2.5Y4/l)粘土閃シルト、小礫をL-千含む。
大溝3-c. 黒褐色(2.5Y3/l)粘土質シルト、褐色(10YR4/6)砂質土。

洒17. オリープ黒色(5Y3/l)砂沢土、黒色(10YR2/l)粘土汽シルト。

Pi. 黒褐色(7.5YR3/l)粘土汽シルト、暗褐色(lOYR3/3)砂打土を含む。

Pi. オリープ県色(5Y2/2)粘土沢シルト、暗灰黄色(2.5Y4/2)砂頁土。

P94. 黒色(2.5Y2/l)粘土閃シルト、にぶい黄褐色(lOYR4/3)砂n土。
Pl06. オリープ黒色(5Y2/2)粘土竹シルト、暗灰黄色(2.5Y4/2)砂買土。
P113. 累色(2.5Y3/l)粘土代シルト。

落ち込み． 暗オリープ灰色(5GY3/l)砂質土、小礫を含む。
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縄文土器、弥生土器、須恵器、土師器、瓦器、サヌカイトなどの小•細片、寛永通宝・釘・

刀子各片出土。

第4層 整地土（中世前半） 黒褐色・オリープ褐色の砂・礫混じり粘土質。

縄文土器、弥生土器、石器、須恵器、土師器、瓦器、サヌカイト片、動物遺体など多最に

出土。

第5層 自然堆積層 緑灰色粘土質シルト、中央部付近のみで確認。

無遺物、弥生から中世の遺構検出面。

第6層 地山上層 オリーブ黄色シルト・小礫混じりシルト質粘土。

北トレンチ東部・南トレンチ西南部などで確認。無遺物、自然流路、弥生時代から中世の

遺構検出面。

第7層 地山 黒褐色・黄灰色・灰褐色の砂混じりシルト質粘土。

無遺物、弥生時代から中世の遺構検出面。

第1表 地区・時代別遺構表

＼ トレンチ （西） （東） ／ K J I H G F E D C B A 

自然流路 自然流路 縄文以前

ピット・大溝
ピット・

ピット・土坑 ピット 弥生
土坑・大溝

北
落ち込み・土

ピット ビット・土坑 ピット 古墳卜 坑・ピット

レ ピット ピット・土坑 奈良•平安

ン 耕作溝 耕作溝 平安後期

整地 整地 整地 整地 鎌倉
チ

耕作溝 耕作溝 耕作溝 耕作溝 室町

耕土 耕土 耕土 耕土 江戸

耕土・床土 耕土・床土 耕土・床土 床土 明治～

工場から共同住宅 現代

自然流路 自然流路 縄文以前

大溝・方形周
ピット・大溝 溝墓・溝． ピット・土坑 ピット 弥生

ピット
南

土坑 ピット・溝
建物・

古墳卜 ピット・土坑

レ ピット 土坑 奈良•平安

ン 耕作溝 耕作溝 平安後期

チ 整地 整地 整地
整地

鎌倉
（極めて少）

室町

耕土 整地・耕土 江戸

耕土・床土 耕土・床土 明治～

工場か ら共同住宅 現代
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3.遺構

遺構は、後世の削平・撹乱などにより、そのほとんどを第 5~7層（地山）の自然層上面において、

時代の異なるものを同一に検出した。それは、縄文時代以前の自然流路、弥生時代の大溝・方形周溝

墓•井戸・土坑・ピット・溝、古墳時代の掘立柱建物•井戸・土坑・ピット、奈良•平安時代前半の

土坑・ピット、平安時代後半から末頃の溝などである。切り合い関係、出土遺物、土色・土質などで

時代・時期を明確にできたものもあるが、不明なものも少なくない。また調査地の東部を除く中・西

部では中世前半の整地層と中世から近代に亘る耕作跡（耕土・床土）などを検出した。以下、時代ご

とに主な遺構の概略を記す。

a.縄文時代以前（第10図、図版2)

調査地の東側において地山直上で、縄文時代以前の自然流路を 2筋確認した。

流路 l 北トレンチA地区東部においてゆるやかにカーブして北東から南西方向にのびる自然流路

の西肩のみを検出。検出幅5.7m、深さ1.5m以上。 A地区東側の大半は流路内。上部は後世、とくに

近代以降の建築物などによって撹乱されていた。残存部の上層はシルトを主体とし（流 l・流2)、下

層は黄褐色の小・中礫が厚く堆積していた（流3)。湧水のため最底部まで確認できず、遺物も検出で

きなかった。

南トレンチにおいてはこの流路 1を、 A地区では「く」の字に屈折してほぽ南北方向に延びる東肩、

B地区では北東から南西方向に延びる西肩を検出した。検出幅12~14m、深さ 2m以上。棚田形成時

の削平や近代以降の建築物ーコンクリート基礎残存ーなどによって中央以西は大きく撹乱されてい

た。流路内はシルト、砂、礫などの堆積が見られ（第6図、流 1~4)、1.5~2 m掘削したが、湧水

が多く最底部まで確認できず、人工的遺物は出土しなかった。

流路2 北トレンチD地区で北北東から南西（東肩）・南南西（西肩）に延びる自然流路を検出した。

検出幅1.1~2.5m、深さ0.35~1 mを測った。流路内はオリープ灰色砂混じり小・中礫（流4)であ

ったが、遺物は出土しなかった。

南トレンチにおいてこの流路2をC地区西端から E地区東端にかけて検出した。北壁側幅10.3m、

南壁側幅4m、深さ lm以上一湧水のため完掘できずーを測った。東肩は北北東からトレンチ内でS

字状に大きく折れて南南西方向に延び、斜面は 2段に落ち南側ではテラス状をなしていた。これに対

11 
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し西肩は北東から南西方向に延び、斜面は段をなしていた。流路内はシルト、砂、礫などが堆積して

いたが（第8図、流 1-a~v、流2a~i）、人工的遺物は出土しなかった。流路2は北・南トレン

チ内から南トレンチ北側で蛇行していると思われる。

今回検出した 2筋の流路（流路 1・ 2) は、その間を後世の撹乱などによって削平されていること

などから、その関係は不明であるが、本来は 1つの流路とも、 2股に分かれ主流（流路 1)と支流（流

路 2) とみなすこともできる。流路は堆積層内から全く遺物を検出していないこと、流路埋没後の堆

積層（第 5層）上面で弥生時代以降の遺構を検出したことなどから縄文時代以前のものと思われる。

現在、本調査地の東・南側を北東から南西方向に流れ、新）11にそそいでいる鬼虎川の縄文時代以前時

の流路をなすものと考えられる。

第4章のb.Cにおいて後述するように、弥生時代以降の逍構および中世の整地層などから、縄文

時代の遺物一大半は突帯文上器ーを検出しているが、縄文時代にあたる明確な遺構といえるものは確

認できなかった。

b.弥生時代

遺構は地山および自然流路埋没後の自然堆積層（南トレンチD地区第 5層など）上面において検出

した。この時代の遺構としては、大溝、方形周溝墓、井戸、ピット、土坑、溝などを確認した。遺構

は検出状況などから 2時期以上に分かれる。以下、 トレンチごとに大溝形成以前と思われるものを 1

期、大溝形成並行期を 2期として分け、明確な遺構についてのみ記す。

1期

北トレンチ（第11・ 12図、図版4)

土坑12 G地区大溝 3内東南隅の底で検出した。径0.57m、深さ0.94mの円筒形を呈していた。

土坑内は a.灰色シルト質粘土、 b.暗灰色粘土（下部は粗～細粒砂を含む）に分かれ、弥生土器片

とともに石鏃（第 6表No.8) などが出土した。井戸。

P60 ・ 65 ・ 101 ~ 105 ・ 118 大溝3内外で検出した。 Pl18以外、間隔は一定ではないが、ほぽ東西方

向に並び、埋土も灰褐色 (5Y4/2)砂混じりシルトで、一連のものと思われる。

南トレンチ（第12図、図版10)

大溝 lの底で検出したピット群 (P115~120・ 122)、大溝2内のピット（PllO) または切断されて

いる溝（溝7) ・ピット (P107~109) なども検出したが、明確な状況・性格は不明。

2期

北トレンチ（第11図、図版4~ 6) 

大溝 1 I地区東よりで検出した南北方向に延びる溝。東肩部は溝 fによって削られていたが、検

出幅3.7m、最深0.68mを測った。東斜面がやや急なのに対し、西斜面は浅い凹凸のある緩やかな傾

斜になっていた。溝内は東上部に a. 中・細礫を含む黒褐色砂混じりシルト、 b.下部がやや粘質の

強い中・小礫、炭を含む黒褐色粘土質シルト。遺物は aからも弥生土器小・細片が出土したが、大半

はbからで、高杯 (137・ 142) などの弥生土器、土製紡錘車 (98)、縄文土器片 (197・ 200)、石包

丁 (17・ 19)、削器（第 7表 No.79)、サヌカイト片（第 7表 No.40・ 48 ・ 53)、イノシシ (239・ 240 

など） ・シカ（第9表5・ 6)などの動物遺体、ヒトの胚骨（第9表4)であった。溝底面は北側が低

く、活用時には若干の水があったと思われる。溝は出土遺物などから中期後半には埋没したものと考

えられる。

大溝2 J地区で検出した南北方向に延びる溝。東肩の大半は土坑l3によって切られていたが、

南断面近くで残存最高部の一部を確認した。検出幅5.3m、最深0.8mを測った。現在の撹乱によって

12 
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東斜面はえぐられていて詳細は不明であるが、西斜面にテラス状の平坦部があり浅い凹凸をもつ逆山

形を呈していた。溝内は a.黒褐色砂混じり粘土質、 b.砂礫を含む灰色・黒褐色シルト質粘土、 C.

暗灰色砂混じりシルト質粘土、 d.砂礫を含む灰色・暗灰黄色粘土の 4層に分かれ、 a~cは埋土、

dは堆積土である。遺物は C. d内にはほとんどなく、 a内から若干の弥生土器片を検出したほか、

大半のものは dからで、高坪 (135) などの弥生土器、縄文土器浅鉢 (205)、サヌカイト片（第 7表

No.56)、ヒトの頭骨片（第 9表23)が出土した。溝底面は北側が低く、活用時には水が流れていた

と思われる。溝は出土遣物などから中期末には埋没したものと考えられる。

大溝3 G地区で検出した南北方向に延びる溝。検出幅 5.8~6.4m、最深 0.8mを測った。溝断面

はほぽ平たい逆台形を呈し、南西部分に黒褐色粘土質シルトと暗褐色砂質土の滉土 (d)の隆起が見

られた。その他は、 a.黒色砂混じり粘土質シルト、 b.やや粘質の黒色砂混じり粘質土、 C. オリ

ーブ黒色砂混じりシルト質粘土に分かれていた。選物は a・ bから若干の弥生土器片を検出したが、

大半は cからで壷 (127・ 128)高坪 (134・ 143 ・ 144)脚台 (136・ 139)甕 (140・ 141 ・ 146 ・ 14 7) 

などの弥生土器、土製紡錘車 (129)、削器（第6表 No.36)、サヌカイトの石核・剥片（第6表No.46・ 

54 ・ 74)、動物遺体片（第 9表60・ 61)が出土した。溝は出土遺物などから中期末には埋没したもの

と考えられる。

大溝4 I地区で検出し、大溝 1の西にほぼ平行して南北に延びる溝。西肩は落ち込みなどで一部

削平されていた。検出幅 2.4~2.6m、最深 0.9mを測った。断面は逆台形を呈し、溝底面は北側がや

や低かった。溝内は a.下部に粗粒砂を含む黒色粘土質シルト、 b.やや粘質の黒褐色粘土質シルト、

C. 黒褐色粘土質シルトであった。遺物は弥生土器片（甕．鉢・高杯）などで、 a・ Cから若干検出

したが、多くはbから出土した。溝は出土遺物などから中期末には埋没したものと考えられる。

南トレンチ（第 12図、図版7~10) 

土坑 17 F地区の南西部で検出した。径1.5m、深さ 1.31mの円筒形を呈する。土坑内はオリープ

褐色 (2.5Y4/3)砂混じりシルト質粘土で、下部は砂の包有が多くなり湧水。遺物は壷・甕などの弥生

土器片が出土。中期後半には埋没したと考えられる。井戸。

大溝 1 H地区西端で検出した南北方向の溝。検出長 2.3m、幅 2.5m、深さ 0.3mを測り、 トレン

チ内で終わっていた。断面浅いボール状を呈し、溝内は砂を少し含む灰色粘土で弥生土器片が少最出

土した。溝は北トレンチの大溝 1に対応するものと考えられるが、かなり浅く、後述する大溝2との

関係などから、その接触部近くで終息させたものと思われる。溝は出土遺物などから中期末には埋没

したものと考えられる。

大溝2．方形周溝幕 G・H地区で検出し、平面コ字形を呈する。検出の東西長14.5m、（北溝）、

南北長西側 2m（西溝） ・東側2.5m（東溝）、幅3.8~2.2m、深さ 0.8~1.07mを測り、溝底は東と西

で約0.4mの高低差があった。溝は北東角にテラス状の段が見られるが、断面は段を有する V字形を

呈し、下部約 1/3は堆積土（西溝 a~d、東溝a~c)でほとんど遺物を含まず、上部埋土の特に

下層（西溝e、東溝 f)からは弥生土器をはじめ多量の遺物が出土した一第14図参照ー。遺物は弥

生土器が最も多く、壷・高坪．鉢．甕・器台などで（第 18~28図）、その他縄文土器 (172・175・

178 ・ 179 ・ 184~ 187 ・ 190 ・ 193~ 196 ・ 205)、石器一石錐（ 8) .石槍（第 7表15・ 19 ・ 29) ・石鏃

（第 7表No.10) ・削器（第 7表No.28・ 75 ・ 81 ・ 84)などの打製、石包丁 (20) ・石斧 (21) などの

磨製ー、壷・鉢などのミニチュア土器、骨製刺突具、イノシシ・シカ・ヘビ・トリなど（第9表24~37) 

の動物遺体、サヌカイト石核（第 7表No.64)であった。

大溝外の地山面は東と西で約 0.5mの高低差があり、大溝外南西部には盛土が約0.3m見られ

17 
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（第14圏③I・ II)、西側に溝掘削時の土を盛り上げて整地し、高さを調節したものと考えられる。

このコ字形の大溝は、方形周溝墓の北溝と西・東溝の一部と考えられる。周溝に画された残存する

台状部はほとんど自然堆積層ー第 6・ 7層（第14図①）で大溝埋没時および中世前半の整地・近世

以降の耕作などによって盛土の大半は削平されてしまっていた。残存する斜面は 2~3段の段をなし、

検出の東西底辺13.3m、残存上辺10.lm、南北底辺2.4m、残存上辺0.75m、高さ 0.85~1.07mを測

った。台状部は北端部のみで埋葬施設は検出できなかった。

大溝の北西部の埋土内から検出した供献土器と考えられる土器群（第13図）の長頸の広口壷一体

部に穿孔ー (38)や16~18の広口壷のように口縁端部を拡張しない壷などが見られ、方形周溝墓は

中期前半の後葉ごろに構築され、溝は中期末には埋没し、埋葬施設とともに台状部も削平されたもの

と考えられる。

大溝 3 I地区で検出した南北方向に延びる溝。検出の幅3.9~4.4m、最深0.72mを測った。溝掘

削時は断面浅いボール状を呈していたが、底面西側に長さ 0.5~0.61m、幅0.1~0.15m、深さ 0.15

~0.25mのレンズ状のピットが南北方向に並び一埋土は黒褐色 (10YR3/1)砂混じり土ーその上に西

斜面を覆うように黒褐色粘土質シルトと褐色砂質土の混土（C)があった。これは板木を差し、埋め

込んで立て並べられていたものと思われる。活用時の溝幅は3.1~3.Smで溝底は一部さらに掘り込ま

れ南側は低かった。溝内は 2層に分かれ、 a.オリーブ黒色・黄灰色粘土質シルト、 b.黒褐色・黄

灰色粘土質シルトとも埋土であるが、 b層下部は砂の包含が見られ、やや粘質であった。遺物は弥生

18 



O.P. 
+10.2om 

①台状部

I. 緑灰色(lOGY5/l)砂滉じりシルト質粘土と小礫（多く含む）
浪層。弥生土器小片出土。

2. オリープ灰色 (5GY6/l)• 青灰色 (5BG6/l) シルト質粘土。

小礫・炭を少置浪じり、灰オリープ色(5Y5/2)細粒砂を含む。
(l •2 はマウンドの埋土。）

3. 緑灰色(1QGY6/l)細・小礫混じりシルト質粘土。
4. 灰オリープ色(5Y4/2)細粒砂。オリープ灰色(5GY5/J)粘土。
5. 暗灰黄色(2.5Y4/2)小礫浪じり粗・中粒砂。

6. 灰褐色(7.5YR4/2)シルト質粘土。

O.P. 
+11.oom 

②東溝

..暗オリープ灰色(2.5GY4/l)シルト質粘土。

b.灰オリープ色(7.5Y6/2)砂浜じりシルトと砂ー小礫況じる、
暗オリープ灰色(5GY4/l)シルト質粘土。

c.灰色(7.5Y5/l)シルト質粘土。
(a-cは堆積土。）

f.灰色(10Y5/l)砂ー中礫況じりシルト質粘土。炭、弥生土器
を多く含む。灰オリープ色(5Y4/l)シルト質細粒砂含む。

g.灰色(Value4/）シルト質粘土、砂～小・中礫を少量混じる。

炭、弥生土器を含む。暗灰黄色（2.SY4/2)シルト質細粒砂を多く含む。
(f・gは埋土。）

A.灰色(10Y5/l)と暗オリープ灰色(2.5GY7/l)

と浅黄色(7.5Y5/l)などの漏層。小礫を多く含む。
B.灰オリープ色(7.5Y6/2)砂沿じりシルト質。

にぷい炊褐色(10YR5/3)砂質シルト。
C.にぶい赤褐色(5YR4/3)シルト質粘土。

O.P. 
+n.oom 3層

③西溝

..凩色(2.5GY2/l)小礫況じりシルト質粘土。
b, II音オリープ灰色(2.5GY4/l)砂滉じりシルト質粘土。

c.灰色(5Y4/l)砂況じりシルト質粘土（粘質強）。
d.暗オリープ灰色(5GY4/l)砂浪じり粘土（ややシルト質），
(a-dは堆積土）

e.灰色(Value4/）粘土質シルト。砂（中～細粒）が多く混じる。
f.緑灰色(IOGY5/l)砂～小礫涌じりシルト質粘土。

g.灰色(7.5Y5/l)砂～小礫浪じりシルト質粘土。
h.緑灰色(7.5GY5/l)砂～小礫浪じりシルト質粘土。

(e~hは埋土、特にeから弥生土沿片多Jil:出土。）

I.暗オリープ灰色(2.5GY4/l)砂泊じりシ
ルト質粘土。小礫、炭を少只含む。

II.暗オリープ灰色(5GY4/l)砂泊じりシル
卜質粘土．

(I・ II)は整地土。
A.マウンドの盛土 緑灰色(lOGY5/l)

砂混じりシルト質粘土と小礫の浪層

゜
lm 

第14図 南トレンチ方形周溝墓台状部および大溝2断面図

土器（壷．鉢．甕）とヒトの右足骨（第9表57~59)などが出土した。出土遺物などから中期末には

埋没したものと考えられる。

その他、第2表に見られるように、両トレンチとも C地区以西においてこの時代のビット・土坑・

溝などを数多く検出したが、性格の明確なものはほとんどなく、大溝との関係も不詳である。
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C. 古墳時代（第11・ 12図、図版 5~ 7) 

北トレンチ

落ち込み I~ J地区で検出した。検出の東西長10.4m、南北長1.15m、最深0.4mを測り、平面

横長の三角形を呈していた。東端部で大溝4の西肩の一部を切り込み、西端部は逆に後述する土坑13

によって削り取られていた。落ち込み内は a.暗青灰色砂混じり粘土質シルト、 b. オリープ灰色砂

混じりシルト質粘土に分かれていた。遺物は縄文土器 (201・ 202 ・ 207)、弥生土器（広口壷126・ 131 

-a層、 125-b層、鉢138-b層、甕 140・ 145-a層など）、土製円板 (97)、石器（削器）、サヌ

カイト片、イノシシ・シカなどの動物遺体と杯・甕などの須恵器が出土した。弥生時代以前の遺物も

多く含んでいたが、古墳時代後期の遺構である。性格不詳。

土坑 13 J地区で検出した。大溝2東肩部および落ち込み西端部を切り込んでいた。径2.4m、深さ

1.29mを測る、やや尻すぼみの円筒形を呈していた。土坑内は黒褐色 (2.5Y3/l)砂混じりシルト質粘

土で、下部は砂の包有が多く、湧水。遺物は弥生土器（鉢133など）、須恵器甕片などが出土した。

古墳時代後半頃の井戸。

南トレンチ

E地区 掘立柱建物 P20ー土坑5一土坑3の東列、土坑3一土坑6一土坑9の南列、土坑5に対

応する西列の土坑14を検出した。南東部の柱穴土坑2基は土坑13によって消滅したと考えられ、 1 

間約 1.8mで東西4間、南北 2間以上の建物であったと思われる。各ピット・土坑内はほとんど小・

細礫を含む黒色 (10YR4/2)砂混じり粘質土で、土坑 5の動物遺体片（ウマなど第 9表64・ 66)縄

文土器、弥生土器などとともに土師器・須恵器の破片が出土した。各遺構の計測値、出土遺物は第2

表参照。

その他、第2表などに見られるように、他にもピット・土坑などを多く検出したが、建物など性格

の明らかなものは確認できなかった。

d. 奈良•平安時代前半（第 11 ・ 12図、回版3・ 7) 

この時代の明確な遺構は以下の通りである。各遺構の計測値と出土遺物は第2表参照。

北トレンチ F地区一土坑7ー黒褐色砂混じり粘土質シルト弥生土器、土師器各小片と小型トリの

長骨出土、ピット 2(P 24 ・ 27)一黒色 (5Y2/1)砂混じりシルト質粘土。 H地区ービット 2(P 74 ・ 

77)ーオリーブ黒色 (5Y3/l)砂混じりシルト質粘土。

南トレンチ F地区の土坑13一黒褐色 (10YR3/2)砂混じり粘土質シルト。 G地区のビット 2基 (P

85 ・ 95)ーオリーブ黒色 (5Y3/1)砂混じりシルト質土。

今回検出した遺構は少なく、性格も不詳である。しかし、本調査地の北東で実施された第43次発

掘調査において、この時代の井戸・柱穴・土坑などが検出されており、この地域に集落が営まれてい

て、その一端をなすものと考えられる。

e. 中世期（平安時代後半から室町時代）

この時期の遺構は明確なピットは極めて少なく、ほとんどが南北または東西方向の溝であった。後

世の削平・撹乱により両トレンチともB地区以東には遺構がなかった。これらの溝遺構のほとんどは

耕作に伴う溝（鋤溝など）であり、大がかりな整地の前と後の2時期に大きく分けられる。各遺構の

計測値および出土遺物については第2表を参照。

1期（第11・ 15図、図版3・ 11) 

整地層（第 4 層）除去後、地山・地山相当層（第 5~7 層）および奈良•平安時代以前の遺栂上面

で検出した。
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北トレンチ D~F地区で検出した南北方向の溝14条（溝3~15・17) とそれに先行する土坑 2

一暗オリープ灰色 (2.5GY4/l)砂混じりシルト質粘土一。各溝とも上部は第4層が入り込んでおり（埋

土）、整地時直前まで活用されていたことが解る。下部はほとんど黒褐色粘土質シルトで、灰黄色砂が

ラミナ状に含んでいた。

F地区西端から G地区の土坑 1基（土坑A)と3条の溝（溝A・B・C)。土坑・溝内の埋土は黄灰

色砂混じりシルト質粘土であった。

南トレンチ C地区の南北方向の 2条の溝（溝 1・ 2) は、溝内灰オリーブ色細粒砂がラミ

ナ状に入る黒褐色粘土質シルトであった。

E・F地区のほぼ東西方向に延びる溝3ーオリープ灰色 (2.5GY4/1)砂混じりシルトーとそれに先

行する南北方向の溝4条（溝4~ 7) と土坑10ー暗褐色 (10YR3/3)砂混じりシルト質土。溝4~7

内は灰黄色砂がラミナ状に入る黒褐色粘土質シルトであった。

溝はいずれもほとんど南北・東西方向に走り、条里制の施行に基づく耕作溝であることを窺わせて

いる。（第 38図＜奈良•平安時代＞、付図参照）。これらの遺構は出土遺物などから平安時代後半ごろ

のものと思われる。

整地

東側（両トレンチのほぼB地区以東）は後世の撹乱などによって削平されていたが、 C地区以西の

ほぼ全域に広がる第4層。第4層は、黒褐色 (10YR3/1)砂混じり粘土質シルトを主体とするが、北

トレンチでは 2種（中央付近） • 3種（西側）、南トレンチでは 3種（東側） • 8種（西側）に細分でき

た（第6~9図参照）。これは西または南に向かう、地山・旧地形の傾斜状況などの違いによるもので、

同一の性格のものである。これは特に東側にあった縄文時代から平安時代に亘る生活層を削り取った

土（客土）を持ち込んで整地したものであろう。

整地土内からは、縄文土器一深鉢 (177) ・浅鉢 (183・ 189 ・ 191 ・ 192 ・ 206)一、弥生土器一壷

(21) ・鉢 (72).高杯 (87・ 89 ・ 90)や153・ 160 ・ 161など一、石器一石鏃 (1・ 5)石錐 (6.

7) ・石槍 (12・13・14)や削器（第 6表No.27・ 30~ 32)など一、須恵器、土師器、瓦器、サヌカイ

卜片、動物遺体（ウマなど第 9表70~72) などが多量に出土した。出土遺物および検出状況からこ

の整地は平安時代末期から鎌倉時代前半ごろと考えられる。

2期（第15図、図版11)
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整地後の遺構は近世以降の耕作に伴う整地、近世後半以後の撹乱

などによって削平され、ほとんど残存していなかった。そのため、

この時期の遺構は北トレンチのE・D地区およびH・ I地区で確

認できただけである。

北トレンチ E・D地区で東西方向の溝 2条（溝 1・ 2) と、

それに先行する南北方向の溝8条（溝3~10) を検出。

H ・ I地区では南北方向の溝 6条（溝 a~f) を検出。溝 a.

fは幅 l.8~2.3mで深さ 0.2~0.lmを測る幅広でその間に幅0.6

~0.2m、深さ O.lm以下の b. Cの溝があり、畑の 1区画をなし

ていたものと考えられる。遺物が検出しなかった溝もあるが、弥 溝B

生土器・須恵器の小細片とともに土師器皿片が出土したものがあ

った。出土遺物および検出状況などから室町時代ごろのものと思

われる。

f.近世・近代

IG地区
西5mライン

ー

‘
―

（棚田C)

この項ではより明確である近代の棚田状態を先に記し、その後

に近世の状況を述べたいと思う。東側は近代後半以降の工場建設

などによる削平によって棚田状況を確認することはできなかった

が、北トレンチで 4段、南トレンチで 2段の近代の棚田に伴う耕

作土または床土を検出することができた。耕土の上部はほとんど

撹乱されていたことから、床土状況ー床土上面の高さーをもとに西側から記していくことにする

（第16図参照）。

北トレンチ 耕作土・床土とも D地区の大半から東は残存していなかった。 1段目ーI地区西7m

あたりから西の段、床土上面O.P.+10.4m前後、東西幅19mの棚田＝棚田 a。2段目ーG地区6.8mあ

たりから I地区西6.5mあたりまでの段、床土上面O.P.+10.9m前後、東西幅約 19mの棚田＝棚田b。

3段目ーF地区西 8mあたりから G地区 5mあたりまでの段、床土上面O.P.+11.8m前後、東西幅約

l7.5m＝棚田 c。4段目ーD地区西7.3m以東は耕土・床土ともなしで、 E地区7.8mあたりまでの段、

床土上面0.P.+12.lm前後、東西幅10.5m以上の棚田＝棚田 d。

南トレンチ G地区中央部より以東は床土すらほとんどなく、残存状態は北トレンチよりも悪かっ

た。 1段目ーI地区西から西の段、床土上面O.P.+10.4m前後の棚田＝棚田 a。G地区西から I地区

中央付近までの段、床土上面O.P.+llm前後、東西幅19mの棚田＝棚田 b。棚田 bと棚田 cの間には

lm近くの段差があるとともに、棚田 bからの幅約0.7m、深さ 0.5mを測る北北東から南南西に延び

る溝一溝A・Bが穿たれていた。溝A内には杭を打ってあるところ（第7図）、溝Bには石列を配して

いたところも見られた（第17図 図版11)。石列は棚田 cの南斜面下部に自然石を立て掛けるように

して並べられていたが、北側は後世の撹乱で肩とも破損していた。溝内の大半は近代の整地土で埋っ

0. 
lm 

南断面

第17図 南トレンチ棚田端石列
一溝B内一平面図

ており、工場建設直前まで活用していたことが解る。

棚田 a・b・cはそのまま近世段階まで遡るが、 c・d間の段差はこの時期にはなかった。棚田b・

c間の段差・溝は明らかに近世段階に構築されたものであり、北トレンチの棚田 cの西端には検出の

上面幅1.65m、底辺 2m以上、高さ 0.3（棚田 c側） ～〇．6（棚田 b側） mの断面台形状をなす堤が第・

4層上面に築かれていた（第 7図 屑a~e）。しかし、南トレンチでは後世の削平によってこの堤は

残存していなかった。
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第2表主な土坑・ピット・溝一覧表

今回の調査では、土坑32甚、ピット244個、溝43条を検出したが、時期の明確なものなど主要なものに限った。

南トレンチ・土坑

No. 地区 形状
規横(cm)

出上迪物 時期
長If俎径 深さ

l E 方形（欠） 150 (120) 26.2 弥 弥生

2 E 杓円 63 60 19.2 弥生

3 E 楕円 60 43 28.9 弥、須、師 古墳

4 E 楕円（欠） 68 (42) 19.3 須、師 古墳

5 E 円 58 59 28.3 
弥、師、縄、

古J:J~、1rd1 , 

6 E 円（欠） 6 l (15) 20.3 弥、師、須 古瑣

7 E・F 楕円（欠） 80 (68) 52.5 弥 弥生

8 E・F 桁円 46 28 15.3 弥、師、須 古瑣

， F 杓円（欠） 57 (48) 22.8 弥、須 古災

10 F 方形（欠） 114 (63) 41,9 
弥、師、須． 奈良・
純、剥 平安

11 F 円（欠） 43 (33) 15.1 弥、須、師 古災

12 F 方形（欠） 75 (33) 18.8 弥、師 古J:J笥

13 F 方形（欠） 198 (109) 28.7 弥、師、須
奈良・

平安

14 F 桁円 72 63 41.0 弥 弥生

15 F 杓円（欠） 60 (28) 13.0 師、須 古淡

17 F 円（欠） 143 (121) 131.3 弥、師 古墳

18 J長方形（欠） 60 (67) 6.6 弥、師 奈良・
平安

南トレンチ・ピット

No. 地区 形状
脱樅(cm)

出土迫物 時期
長径 短径 深さ

2 C 円 25 25 7 弥 弥生

10 C 枠j円 32 23 15.5 弥 弥生

17 E 円 22 20 32.6 弥 弥生

20 E 杓円（欠） 33 (10) 8. 4 古墳

22 E 桁円 44 36 38.2 弥 弥生

23 F 円（欠） 28 (21) 21.5 弥 弥生

29 F 楕円 33 27 25.5 弥 弥生

30 F 円（欠） 25 (21) 10.0 弥、師 古墳

34 F 円 21 20 21.1 弥 弥生

35 F 円 32 31 50.2 弥、石 弥生

36 F 楕円 46 33 18.4 弥 弥生

No. 地区 形 状
規模(cm)

出士辿物 時期
長径短経深さ

37 F 円 3l 27 26.0 弥、師 古墳

45 F 杓円（欠） 25 (10) 18.5 弥 弥生

47 F 円 38 34 14.2 弥 弥生

49 F 円 32 32 31.9 弥、須 古墳

57 F 楕円 23 18 8.3 弥、須、師 古墳

65 J 桁円 54 46 30 弥 弥生

68 J Fl 33 33 24 弥 弥生

69 J 円 4l 4 1 30 弥、骨 弥生

76 J 円 ， ， 6 師、軽石 古墳

78 J 円 28 28 16 弥 弥生

79 J 楕円 34 20 12 弥 弥生

85 G 円（欠） 20 20 10 師
奈良・

平安

86 G 円 23 23 7 弥 弥生

88 G 円 31 31 21 弥 弥生

89 G 円 24 24 14 弥 弥生

91 G 円 36 36 11 弥、須、師 古墳

95 G 円（欠） 17 (17) 15 師
奈良・

平安

97 G 円 25 25 12 弥 弥生

99 G 円 15 15 5 弥 弥生

106 G 杓円（欠） 52 (18) 12.7 弥 弥生

107 G 楕円 30 lo 11.1 弥生

108 H 円 15 15 7.8 弥生

109 H 円 16 16 11.0 弥生

110 G 円 19 19 11.6 弥生

115 H 円 11 11 6.6 弥生

116 1-I 円 13 13 12.8 弥生

117 1-1 円 13 13 9.3 弥 弥生

118 1-1・1 円 15 15 8.1 弥 弥生

119 H 桁円 53 29 7.5 弥生

120 I 円 13 13 7.7 弥生

122 l 円 18 18 15.2 弥生

129 G 円 14 14 3.2 弥 弥生

t
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南トレンチ・溝 北トレンチ・ピット

No. 地区 形 状
忠樅(Cm)

出土辿物 時期
残長 幅 深さ

No. 地区 形 状
規梃(mm)

出土辿物 時期
残長 幅 深さ

1 C 120 34 10.0 中世 6 D 円 23 20 10 弥 弥生

2 C 40 40 8.2 中世 8 D 円（欠） 20 (15) 16 昂円 古墳

3 E・F (700) 57 13.4 弥、須、師 中世 11 D 円（欠） 19 (13) 7.9 弥 弥生

4 E 310 47 10.5 弥、須、師 中世 12 D 楕円 30 20 10.l 弥 弥生

5 F 200 50 27.5 弥、須、師 中世 15 D 円（欠） 31 (25) 12.7 弥 弥生

6 F 174 43 11.0 師 中世 17 E 円 20 19 14.7 弥 弥生

7 F 220 31 8.5 弥、師 中世 18 E 円（欠） 12 (8) 8.3 弥 弥生

， F 50 27 13.0 弥、師 古墳 19 E 円（欠） 30 (28) 11.7 弥 弥生

10 F 34 31 14.2 弥、師 古墳 20 E 楕円 26 16 5 弥 弥生

15 G 30 16 11.2 弥 弥生 21 E 円 34 32 34.5 弥 弥生

16 G 261 83 9.0 弥、師 古墳 22 E 方形（欠） 40 (12) 17.3 
弥、須、師、

古墳
塩

17 G 52 36 13.5 弥 弥生 24 F 円 12 12 10 弥、師
奈良・
平安

A G 290 103 60.0 
弥、須、師、

近世
磁

26 F 楕円 23 18 8.4 弥 弥生

27 F 桁円（欠） 32 (18) 13.7 弥、師
奈良・
平安

28 F 楕円（欠） 34 (17) 8.2 弥、師、剥 古墳

29 F 円（欠） (20) (13) 5.9 弥 弥生

31 F 円（欠） 17 (5) 16.6 弥 弥生

32 F 桁円 19 12 6.9 弥 弥生

33 F 円 20 20 19.6 弥、師、骨 古墳

北トレンチ・土坑 34 F 桁円 22 16 27.3 弥 弥生

No. J'lllIヌ 形状
規椋(cm)

出土辿物 時期
艮径 毎径 深さ

37 F 桁円 30 21 21.5 弥 弥生

1 E 方形（欠） 70 (40) 24.5 
弥、師、塩、

古墳
縄

38 F 楕円 50 (13) 28.2 弥 弥生

2 E 不定形 50 26 25.8 弥、師、瓦 中世 39 F 円 14 12 4.2 
弥、師、須、

古墳
塩

3 E 長方形 50 40 22.1 弥、須、師 古墳 40 F 桁円 26 15 9.2 弥 弥生

4 F 方形（欠） 67 (23) 20.3 弥、須 古墳 41 F 桁円 28 19 0.4 弥 弥生

5 F 長方形 65 34 4.6 弥、師
奈良・
平安

44 F 桁円 25 19 11.l 弥 弥生

7 F 長方（欠） 138 (80) 25.2 弥、師、骨
奈良・
平安

46 F 杓円 38 29 37.3 弥 弥生

8 F 方形（欠） 54 (12) 37 弥、師 古墳 47 F 桁円（欠） 51 (40) 9.7 弥、鉄滓 弥生

， F 長方（欠） 70 (32) 10.5 弥 弥生 48 F 杓円 36 31 24..1 弥 弥生

10 G 不定形 78 50 18.4 弥、石 弥生 49 F 円 30 21 22.5 弥 弥生

11 I―I 長杓円（欠） 106 (loo) 49.6 
弥、縄、剥、

弥生
A同' 

50 F 杓円（欠） 54 (30) 20.6 弥 弥生

12 G 円 124 124 142.4 弥、石 弥生 51 F 円 34 32 15.1 弥 弥生

13 J 円 240 240 129 弥、須、剥 古墳 52 F 円（欠） 18 (16) 7.2 弥 弥生

A F•G 長方形（欠） 70 (50) 32.5 弥、師 古墳 54 E 円 27 24 22.1 須、師、塩 古墳
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No. 地区 形状
脱松；（cm)

出土遺物 時期
長径 短径 深さ

55 F 円 19 18 9.5 弥、須、師 古墳

56 F 桁円 33 10 26.7 弥 弥生

60 G 円 30 30 28 弥 弥生

61 G 円（欠） 38 (38) 15 弥 弥生

62 G 円 13 13 6 弥 弥生

63 G 円 16 16 10 弥 弥生

66 G 円 25 25 ？ 弥 弥生

69 H 円 20 20 6 骨 弥生

72 H 円 24 24 2 須 古墳

74 H 円（欠） 14 (14) 10.5 弥、師
奈良・
平安

77 H 円 20 20 20 師
奈良・

平安

83 H 梢円 19 14 15 弥 弥生

84 H 円 11 l l 4 弥、師 古墳

87 H 円 15 15 11 弥 弥生

89 H 杓円 46 19 28 師、弥 古墳

93 H 円 21 21 16 師 古墳

94 H 円（欠） 23 (23) 22 弥、師 古墳

96 H 楕円 23 11 22 弥、師、骨 古墳

97 H 円 23 23 14 弥 弥生

98 H 円 18 18 8 弥 弥生

99 H 円 16 16 20 弥 弥生

101 G 円 34 32 23.3 弥生

102 G 円 24 24 12.2 弥生

103 G 杓円 36 24 22.9 弥生

104 G 円 18 15 25.9 弥生

105 G 楕円 42 31 41 弥生

107 K 円（欠） 24 (24) 16 弥、師 古墳

110 K 円 30 30 ， 師 古墳

111 K 円（欠） 26 (26) 20 師 古墳

112 K 円 15 15 ， 弥 弥生

113 K 円 25 25 15 弥 弥生

114 K 方形 43 43 ？ 弥、剥 弥生

118 G 円 30 30 16.7 弥生
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北トレンチ・溝

No. 地区 形 状
趾板(cm)

出土逍物 時期
残長 幅 深さ

1 D 530 50 11.4 弥、須、師 中世

2 D 190 32 10.0 弥、須、師 中世

3 E 82 28 2.2 弥 中世

4 E 90 24 5.8 中世

5 D 84 28 7.9 弥、須、師 中世

6 D 86 30 5.6 弥、師、須 中世

7 D 140 31 20.5 
弥、須、師、

中世
骨

8 E 106 54 9.0 弥 中世

， E 36 36 3.0 弥、須、師 中世

10 E 30 24 4.0 中世

11 E 70 40 17.6 須、師、骨 中世

12 E 59 30 10.7 弥、須、師 中世

13 E 140 70 4.3 弥 中世

14 F 120 36 16.7 弥、師 中世

15 F llO 38 13.8 弥、須、師 中世

16 F 60 50 20.1 弥、須 中世

17 F 124 32 18.7 中世

A F・G 290 28 7.3 弥、須、師 中世

B G 380 26 6.6 弥 中世

C G 310 25 10.0 中世

a H 240 125 12.0 
弥、須、師、

中世
石

b I-I 240 50 9.0 須、師 中世

C H 240 37 4.0 弥、須、師 中世

d I-I 240 22 4.0 弥、須、師 中世

e H 240 70 11.0 中世

f H・I 240 235 20.0 中世

※出土遺物の略字は以下のとおりである。

縄••縄文土器片、弥• •弥生土器片、須•須恵器片、
師…土師器片、塩…製塩土器片、瓦…瓦器片、磁…磁器片、
石…石器、剥•••サヌカイト・剥片・石核、骨・・・動物追体



4. 出土遺物

今回の調査においては縄文土器、弥生土器、須恵器、土師器、瓦器、陶磁器などの土器類、打製・

磨製の石器類、土製品、骨製品、動物遺体、金属製品、サヌカイト片などが出土した。以下、大半を

占めた弥生土器、今までの各調査よりも出土割合の多かった縄文土器、土製品、石製品、動物遺体な

どについて記す。

a.弥生土器

出土土器の器種としては、広口壷・細頸壷・無頸壷・水差形土器・鉢・高坪．甕．甕蓋・壷蓋など

があげられる。これらはさらに器形・文様・製作手法などの特徴からいくつかの形態に分けられる。

以下、形態分類を明記し、それに基づいて器種ごとに出土土器の特徴などを明記する。なお、胎土に

ついてはとくに角閃石を含むもの（主に茶褐色を呈する）を在地産とし、この種の土器と異なるもの

を他地域産とした。その後、主要な遺構ー大溝ーから出土したものを対象として、器種別・産地別の

統計を試みた。

〔形態分類〕

各器種の形態分類は『河内平野遺跡群の動態III』l)を基にし、『亀井（その 2)』2)など他の分類を

も参考にした。すべての器種・形態が今回の調査から出土したわけではないこと、とくに口縁部の状

態をもとにして行ったこと、さらに後述する統計作りをも念頭に入れ、器種ごとの形態分類を以下の

ように設定した。

壷は、広口壷のうち頸が外上方に細長いもの（口縁端部を斜めまたは下方に拡張したものを含む）

Al、頸が太く口縁部が外反して開き（端部を四角または拡張したものを含む）端部面に文様を施し

たものA2、文様のないもの（凹線・刻み目含む）をA4、A1 ・ A 2の口縁上に粘土帯を足して端

部を上下に大きく拡張したものをA3、上のみに拡張したものA3'、Al~A4までの各小型をB

1、B2、B3、B3'、B4とした。口縁部がやや外上方に短く立つ短頸壷をC、細頸壷のうちま

っすぐに立つものをD1、口縁上部が開き端部を内傾させたものをD2。無頸壷のうち内傾し、その

まま終っているものをE1、端部を外反貼り付け拡張させたものをE2とした。

甕は、外上方にのびる口縁の状況で分け、端部を丸くまたは四角くおさめているものをA、端部を

折り曲げて下部に拡張したものをB、端部を上部に少し拡張させたものをC、端部を上下に少しずつ

拡張したものをDとし、それぞれの中・小型をA'、B'、C'、D'とした。

鉢は、口縁をそのまま丸くまたは四角くおさめているものをAとし、浅鉢・すり鉢状のものをAl、

やや深いもので口縁を立たせているものをA2、やや深く口縁上を内傾させているものをA3。口縁

を折り曲げ拡張したものをBとし、折り曲げて端部を下方に拡張したものB1、口縁端外面に粘土帯

を足して四角＜肥厚させたものB2、端部を折り曲げたもの（端部に刻み目のあるものを含む） B3、

各形態には小型のあるものもある。

蓋は、山形・笠形の壷藍A、天井に面をもつ壷蓋B、裾端部を丸くおさめた甕蓋C、裾端部を四角

くおさめた甕蓋Dとした。

高杯は口縁部を丸くまたは四角くおさめているもので小型をAl、大型をA2、口縁端部を折り曲

げたものB1、口縁端部を外方に開き貼り付け突帯を有するもの（垂下させただけのもの含む）B2

とした。

その他に器台、台形土器などがあった。

注 l) 「河内平野追跡群の動態1lI」 大阪府教育委員会 財団法人大阪府文化財調査研究センター 1996年。

2) 「亀井（その 2)J 財団法人大阪文化財センター 大阪府教育委員会 1986年。
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〔出土土器〕

南トレンチ大溝2出土弥生土器（第18~28図、図版12~30)

広口壷Al(2・3・9・11・16~18) 細長い漏斗状の口頸部をもち、口縁端部を斜めまたは下方

に拡張する形態。口縁部に櫛描簾状文をもつもの（2)、櫛描波状文をもつもの (3・ 11)、櫛描斜格

子状文をもつもの（ 9)、口縁部下端に刻み目をもつもの（3)、円形浮文を貼り付けるもの (2)、無

文のもの (16~18)がある。 (2)の頸部に原体幅の大きい櫛描簾状文 (28/3.3cm)、内面口縁端部

には無数の円形浮文を貼り付ける。調整は外面ハケメのちヘラミガキ、内面にはエ具によるナデとユ

ビナデが見られる。口径18.6cm。在地産。（ 3)の頸体部に蛇行する櫛描直線文 (8/l.2cm)、口縁

部端面には同原体による波状文、下端部にはヘラ状工具による刻み目が施される。調整は内外面共に

ハケメ (9/cm)が見られる。口径22.2cm。在地産。 (9)の口縁部端面に櫛描斜格子状文、頸部に

櫛描直線文 (7/l.2cm)、頸体部境に貼り付け凸帯、肩部に同原体による簾状文、内面口縁端部に櫛

描扇形文 (9/l.7cm)が施される。調整は外面ヘラミガキ、内面にはハケメが見られる．口径22.0cm。

在地産。 (11)の口縁部端面に櫛描波状文 (4/1.0cm)、頸体部に櫛描直線文 (10/l.6cm)が施され

る。調整はハケメ (8/cm)が見られる。口径24.6cm。在地産。 (16)は内外面共にハケメ (5/cm) 

調整が施される。口径19.6cm。在地産。 (17)は内外面共にハケメ (5/cm)調整が施される。口径

23.0cm。在地産。 (18)の頸体部に櫛描直線文 (8/1.lcm)が施される。調整はハケメ (7/cm) ・ 

ヘラミガキが見られる。黒斑あり。口径23.85cm。在地産。

広口壷A2 (4 ・ 10 ・ 22 ・ 23) 太い頸部から口頸部が外反し、口縁部端面に文様を施す形態。口縁

端部を下方に拡張するもの (4・ 10)、口縁部端面が面をもっておわるもの (22・ 23)がある。 (4)

の頸体部に櫛描直線文 (6/l.3cm) ・簾状文・波状文と、口縁部端面に同原体による波状文が施され

る。調整は外面ヘラミガキ、内面にはユビナデが見られる。口径20.0cm。在地産。 (10)の口縁部端

面に櫛描簾状文、頸部には 2帯の櫛描直線文 (10/l.3cm) ・同原体からなる簾状文が施される。調整

はハケメ (6/cm) ・ヘラミガキが見られる。口径20.3cm。在地産。 (22)の口縁部端面にクシエ具に

よる綾杉文、頸体部境に櫛描簾状文 (ll/l.7cm)、体部には同原体による直線文が施される。調整は

ハケメが見られる。口径20.8cm。在地産。 (23)の口縁部端面に櫛描波状文、体部に同原体による直

線文 (8/1.05cm)が施される。調整はハケメ (5/cm)が見られる。口径19.2cm。在地産。

広口壷A3(12~ 14) 筒状の頸部から外反する口縁部をもち、広口壷A1 ・ A 2形態の口縁をさ

らに上下に拡張する形態。口縁拡張部に施される文様は多様である。 (12)の拡張された口縁に 2帯

からなる櫛描直線文、頸部に同原体からなる直線文 (12/1.4cm)が施される。調整はハケメ (7/cm)

が見られる。口径 17.3cm。在地産。 (13)の拡張された口縁に櫛描波状文 (10/cm)、その上下端部

に同原体からなる刺突文が施される。調整は内面に粗いハケメ (4/cm)が見られる。口径24.5cm。在

地産。 (14)の拡張された口縁に櫛描簾状文 (12/1.6cm) ・直線文、頸体部に同原体からなる直線文、

頸体部境と体部最大径に簾状文が施される。調整はハケメ・ヘラミガキが見られる。口径15.0cm、器

高42.0cm、底径6.8cm。在地産。

広口壷A4 (15 ・ 19~21 ・ 27 ・ 28) 太い頸部から口頸部が外反し、口縁端面が無文（凹線・刻

み目含む）の形態。口縁端部をわずか上下に肥厚するもの (15・ 19~21)、口縁端部が下方に拡張さ

れるもの (27)、口縁部が強く屈曲するもの (28)がある。 (15)はハケメ・エ具によるナデ、外面体

部下位にはヘラミガキが施される。詳細は風化のため不明。口径22.0cm。在地産。 (19)の口縁部下

端に一部にしか残存しないが刻み目が施される。調整はハケメ (3/cm)が見られる。口径20.2cm。在

地産。 (20)の口縁部端面は凹む。調整は粗いハケメ (3/cm)が見られる。口径13.9cm。在地産。
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第18図 南トレンチ大溝2内出土弥生土器実測図
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第19図 南トレンチ第4層・大溝2内出土弥生土器実測図
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(21)の口縁端部内面に 1個の突起、口縁部下端にクシエ具による刻み目、頸体部境に櫛描波状文 (5

/cm)が施される。調整はハケメ (4/cm)が見られる。口径10.4cm。在地産。 (27)は無文。調整

はハケメ (6/cm)のちヘラミガキ、外面体部下位にヘラケズリが見られる。口径18.4cm。在地産。

(28)の口縁部端面に 1条の凹線が施される。調整はハケメ・ヘラミガキが見られる。口径16.2cm。

在地産。

広口壷Bl (5~8) 広口壷Al形態の小型。 (5~8)は口縁部に櫛描簾状文をもつ。 (5)のロ

縁部端面から頸体部にかけて櫛描簾状文 (16/1.0cm・ 19/l.3cm)、底部脇に円形の穿孔、内面口縁

端部・肩部・体部最大径部に 3個 1単位の円形浮文をそれぞれ上から 6箇所・ 4箇所・ 5箇所と施さ

れる。調整は外面底部に 5分割からなるヘラミガキ、内面口縁部にはエ具痕が見られる。口径11.1cm、

器高24.6cm、底径5.3cm。在地産。 (6)の口縁部端面から頸体部にかけて櫛描簾状文 (12/l.4cm)、

体部最大径部・底部脇に 3箇所の穿孔、内面口縁端部・頸体部境・体部最大径にそれぞれ上から 2個

1単位を3箇所・ 12個・ 3個 1単位を 8箇所に円形浮文が施される。調整は外面底部に 5分割からな

るヘラミガキが見られる。口径10.4cm、器高25.5cm、底径5.6cm。在地産。 (7)は口縁部端面に

櫛描簾状文手法による斜列点文 (11/cm)、内面口縁端部には2個l単位の円形浮文が5箇所施され

る。調整は風化のため詳細不明。口径13.6cm。(8)は口縁部端面に櫛描簾状文 (I6/l.3cm) ・頸部

に同原体による直線文・頸体部境から体部最大径に同原体による簾状文、底部脇に穿孔、内面口縁端

部・肩部・体部最大径に2個l単位の円形浮文をそれぞれ上から4箇所・ 5箇所・ 6箇所と施される。

調整は外面ハケメ (8/0.5cm)、底部に3分割からなるヘラミガキ、内面にはハケメ (11/cm)が見

られる。口径10.5cm、器高27.7cm、底径6.7cm。在地産。

広口壷B2 (1) 広口壷A2形態の小型。（1)は口縁部に櫛描簾状文をもつ。外面頸部と肩部に

櫛描直線文 (3/0.3cm)、頸体部境の 1帯に櫛描直線文と簾状文 (9/0.9cm)が施される。調整は外

面体部にヘラミガキ、内面にはハケメが見られる。口径7.0cm。在地産。

広口壷B3, (49) 広口壷A3形態の小型。内弯する口縁部が袋状になる形態をもつもの。 (49)

は外面口縁端部に 1条の凹線が施される。調整は内外面共にハケメ (5/cm)が見られる。口径14.5cm。

在地産。

短頚壷C (29) 口縁部がやや外上方に短く立つ形態をもつもの。 (29)は外面底部に木の葉痕、

口縁部端面に 1条の凹線が施される。調整はハケメ (3/cm) ・ヘラミガキが見られる。口径9.8cm、

器高21.65cm、底径4.4cm。在地産。

細頸壷D1 (47 ・ 48) 頸が短く、口縁部が直口する形態をもつもの。 (47) は外面口縁端部・頸

体部境に櫛描簾状文（9/l.5cm)、頸部・肩部に同原体による直線文が施される。調整はハケメ (6

/cm)が見られる。口径10.0cm。在地産。 (48) は外面に櫛描簾状文 (14/l.4cm)が施される。調

整はヘラミガキ・ハケメ (5/cm)が見られる。口径10.2cm。在地産。

細頚壷D2 (50) 細長い筒状の口頸部をもち、口縁端部を内傾させた形態をもつもの。 (50) は

外面口縁部に簾状文手法の斜列点文と円形浮文、頸部には同原体からなる簾状文 (13/l.4cm)が施

される。内面にはユビ調整が見られる。口径12.7cm。在地産。

無頸壷E1 (26 ・ 32) 体部上端をそのまま口縁部とする形態をもつもの。 (26)は外面に櫛描直線

文 (10/l.5cm)が施される。口径19.4cm。在地産。 (32)は外面に櫛描直線文風のハケメの上から、

波状文 (8/1.2cm)が施される。調整は外面にエ具によるナデ・ヘラミガキ、内面にはハケメ (9

/cm)が見られる。D径14.0cm。在地産。

無頸壷E2 (24 ・ 25) 口縁部が「く」の字形に外反する形態をもつもの。 (24)の口縁部端面
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第20図 南トレンチ第4層・大溝2内出土弥生土器実測図
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第22図 南トレンチ大溝2内出土弥生土器実測圏
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に櫛描工具による刺突文、体部には同原体による簾状文 (14/l.2cm) ・直線文・波状文が施される。

調整はエ具によるナデが見られる。口径13.8cm。在地産。 (25)の口縁端部下端に刻み目、頸部に 2

個 l単位を 2箇所に円形の穿孔が施される。調整はハケメ（8/cm)が見られる。口径21.6cm。在地

産。

水差形壷 (36) 器体全体が無文様のもの。 (36)は口縁部の一部に弧状の弯IJ込み成形をし、調整

は内外面共にハケメ (3/cm)が施される。口径8.9cm。在地産。

形態不明な壷 (33~35・ 38~46 ・ 51 ~57) ここでは口縁部・体部が欠損し、形態のわからない

ものを述べる。 (33)は頸体部残存。外面頸・肩部に櫛描直線文、肩部に波状文 (3/0.7cm)が施さ

れる。調整はハケメ (4/cm)が見られる。在地産。 (34)の頸体部境から体部最大径までを、上から

櫛描直線文 (10/1.Scm) ・波状文・斜格子状文を繰り返し施される。調整はハケメ (12/cm) ・ヘラ

ミガキ・ヘラケズリが見られる。底径6.2cm。在地産。 (35)の頸部から体部最大径までを櫛描直線文

(6/0.9cm) ・頸体部境に 1条の同原体による刺突文が施される。調整はハケメ (6/cm) ・ヘラミガ

キが見られる。在地産。 (38)の口縁部周縁は故意に打ち欠いたものと思われる。頸部から肩部に櫛描

直線文 (6/1.0cm)が施される。調整はハケメ (3/cm) ・ヘラミガキが見られる。肩部と底部脇の 2

箇所に円孔を穿いている。底径7.0cm。在地産。 (39)の頸部から体部最大径までを櫛描直線文 (9/

1.15cm)が施される。調整はハケメと体部外面に分割性のあるヘラミガキが見られる。底径4.8cm。

在地産。 (40)の肩部から体部最大径までを櫛描直線文 (9/1.3cm) ・同原体による波状文が施される。

調整はハケメ (8/cm) ・ヘラミガキが見られる。底径4.4cm。在地産。 (41) は頸体部境に 2条の凸

帯をもち、肩部に櫛描直線文 (7/cm)が施される。調整はヘラミガキ・ユビナデが見られる。在地

産。 (42)の肩部に簾状文手法の列点文 (/1.lcm) ・直線文 (5/0.8cm)が施される。調整はハケ

メ (3/cm)が見られる。無頸壷E形態と思われる。在地産。 (43) は無文である。調整はエ具によ

るナデ・ハケメ (7/cm) ・ユビオサエが見られる。在地産。 (44)の頸部から体部最大径部まで上か

ら、櫛描直線文 (10/l.45cm) ・同原体による波状文、体部中央には 4条からなる線刻が施される。

調整はハケメ (4/cm)が見られる。在地産。 (45)は体部最大径部に櫛描直線文が施される。調整

はハケメ (6/cm) ・ヘラミガキが見られる。在地産。 (46)は底部。外面に分割性のあるヘラミガキ、

内面にはハケメ (10/cm) ・ヘラミガキ、外面底部に一定方向のヘラミガキが見られる。底径8.4cm。

在地産。 (51)の頸体部境に 2条の凹線文とその間にヘラによる刻み目、肩部には櫛描直線文 (7/ 

1.05cm)が施される。調整は外面にヘラミガキ、内面には板状工具によるナデが見られる。在地産。

(52) は無文である。内外而共にヘラミガキ、さらに内面底部にハケメ調整を施す。底径5.5cm。他

地域産。 (53)は体部上から櫛描列点文・ヘラ描流水文・斜格子文が施される。調整は外面底部に 5分

割からなるヘラミガキ、内面にはハケメ、体部下位に穿孔が見られる。底径5.1cm。在地産。 (54)は

肩部から体部最大径まで櫛描波状文 (5/0.9cm)が施される。調整はハケメ（6/cm) ・ヘラミガキ・

工具によるナデが見られる。底径6.8cm。在地産。 (55) は底部。内外面共にヘラミガキ調整を施す。

底径7.3cm。在地産。 (56) は底部。外面にハケメ (8/cm)、内面にはハケメ・ユビオサエが見られ

ふ底径5.0cm。在地産。 (57) は底部。外面に分割性のあるヘラミガキ、内面にはエ具痕が見られる。

底径5.4cm。在地産。

鉢A1 (65) 口縁部が直口で、口縁端部を四角くもち、浅鉢状の形態をもつもの。 (65) は外而

口縁部に 3条のクシエ具による刻み目凸帯、櫛描波状文 (9/l.3cm)が施される。調整はハケメ (9

/cm)が見られる。口径37.0cm。在地産。

鉢A1, (62 ・ 72 ・ 73) 鉢Al形態の小型。 (62)は外面ハケメ (4/cm)のちナデ消し、内面ハ
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ケメ (6/cm) と2種類のエ具をもつ。口径11.0cm、器高4.6cm、底径4.7cm。在地産。 (72)の外

面口縁部に 2条の凹線文が施される。調整はヘラミガキ・ナデが見られる。口径16.0cm、器高7.2cm、

底径4.3cm。在地産。 (73)の口縁部外面にヘラによる刻み目が施される。調整は内外面共にヘラミ

ガキが見られる。口径16.4cm、器高6.8cm、底径4.8cm。在地産。

鉢A2 (71 ・ 75) 口縁部が直口で、口縁端部を四角くもち、やや深鉢状のもの。 (71) は無文で

ある。調整はハケメ (6/cm) ・ヘラミガキが見られる。黒斑あり。口径20.2cm、器高14.75cm、底

径8.0cm。他地域産。 (75)は無文である。外面にヘラミガキ、内面にはエ具によるナデが見られる。

口径19.4cm、器高11.5cm、器高5.2cm。在地産。

鉢A3 (30 ・ 31 ・ 70 ・ 74) やや深く口縁都を内傾させる形態をもつもの。 (30) は外面にヘラケ

ズリ・ハケメ (7/cm)、内面にはエ具痕が見られる。黒斑あり。口径12.6cm、器高16.85C m、底

径5.3cm。在地産。 (31) は外面にハケメ (6/cm)のち口縁部ヨコナデ、内面にはエ具によるナデ

調整が見られる。口径15.2Cm。在地産。 (70)の口縁端部外面にクシエ具による刻み目・櫛描直線

文 (5/0.9cm) ・同原体による波状文が施される。調整はハケメ (7/cm) ・ヘラケズリ・ヘラミガキ

が見られる。口径18.2cm。在地産。 (74)は無文である。調整はハケメ (6/cm) ・ヘラミガキ・ヘ

ラケズリが見られる。口径10.5cm。在地産。

鉢B1 (58 ・ 59 ・ 61 ・ 77) 口縁部を折り曲げて、口縁端部を下方に拡張した形態をもつもの。 (58)

は口縁部端面に櫛描波状文 (9/1.6cm)、体部に同原体からなる簾状文・簾状文手法の斜列点文が施

される。調整はハケメ (8/cm)が見られる。口径35.8cm。在地産。 (59)は口縁部端面に櫛描波状

文 (4/0.8cm)、体部に同原体からなる波状文・直線文、クシエ具 (3/0.45cm) による斜格子状文

が施される。調整はハケメ (5/cm) ・ヘラミガキが見られる。口径29.2cm。在地産。 (61) は外面

を櫛描簾状文 (16/1.8cm) を施し、調整はヘラミガキが見られる。口径21.2cm。在地産。 (77)の

口縁部端面に刻み目、体部には櫛描直線文 (7/1.lcm) ・クシエ具による斜格子状文 (3/0.5cm)

が施される。調整はハケメ (13/cm) ・ヘラミガキが見られる。口径15.2cm、器高25.4cm、9.4cm。

在地産。

鉢B2 (60 ・ 64) 口縁端部外面に粘土帯を貼り付けて肥厚させる形態をもつもの。 (60) は外面

口縁部端面クシエ具による刻み目、体部には同原体による直線文 (7/0.8cm) ・簾状文が施される。

調整はヘラミガキが見られる。口径20.6cm。在地産。 (64)の口縁部直下に円孔が2個 1単位で穿か

れている。紐孔であろう。外面に櫛描波状文 (8/l.35cm) ・同原体による直線文が施される。調整は

ハケメ (5/cm) ・ヘラミガキが見られる。口径41.0cm。在地産。

鉢B3 (63 ・ 66 ・ 76) 口縁端部を折り曲げただけの形態をもつもの。 (63) は口縁部端面に刻み

目が施される。調整は外而ヘラケズリ、内面ハケメ・ヘラミガキが見られる。口径7.4cm。在地産。

(66) は無文である。調整は内外面共にヘラミガキが施される。口径23.0cm。在地産。 (76) は外面

口縁端部下端に刻み目が施される。調整はハケメ (5/cm・ 13/ cm) ・ヘラミガキが見られる。口径

24.0cm。在地産。

脚台 (67~69) (67 ・ 68) は鉢、 (69) は高杯の脚台である。 (67)の外面には円形竹管による

押捺が施される。調整は内外面共にハケメ (7/cm・ 14/cm)が見られる。裾径16.7cm。在地産。

(68)の外面には円形竹管による押捺と穿孔が施される。調整は内面裾部にハケメ (5/cm)が見ら

れる。裾径19.2cm。在地産。 (69)の外面にヘラミガキ、内面裾部には 5分割のハケメ (3/cm)が

施される。外面裾端部に黒斑がある。裾径12.3cm。在地産。

高杯A1 (91) 浅い椀状の坪部をもち、口縁端部が四角く、小型の形態をもつもの。 (91)は外
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面口縁部に 1条の沈線、体部中央l箇所には穿孔が施される。調整は外面にヘラケズリ・ヘラミガキ、

内面にはハケメ (4/cm)が見られる。口径12.1cm、器高12.8、裾径7.3cm。在地産。

高坪A2 (87 ・ 88) 高杯Al形態の小型。 (87) は外面口縁部に 3条の凹線文が施される。調整

は外面ハケメ (7/cm)、内面にはエ具によるナデ・ヘラミガキが見られる。口径26.0cm。在地産。

(88) の内面口縁部に 1条の沈線が施される。調整は内外面共にハケメ (7/cm) ・ヘラミガキが見

られる。口径22.9cm。在地産。

高坪B1 (89) 浅い椀状の杯部をもち、口縁端部を折り曲げた形態をもつもの。 (89) は外面に

6分割からなるヘラミガキ、内面にはハケメ (7/cm) ・ヘラミガキが見られる。口径24.8cm、器高

21.8cm、裾径13.2cm。在地産。

高杯B2 (81~86) 浅い椀状の杯部から水平に張り出した口縁部をもつもの (81~84)、さらに

口縁端部を下方に拡張するもの (85・ 86) の形態をもつもの。 (81) は口縁部端面に 1条の凹線が施

される。調整は内外面共にヘラミガキが見られる。口径17.5cm・ 26.2cm。在地産。 (82) は外面にヘ

ラケズリ・ヘラミガキ、内面には板状工具によるナデ調整が施される。口径15.6cm・ 21.6cm。在地

産。 (83) は内外面共にヘラミガキ調整が施される。口径15.7cm・ 21.8cm、器高14.2cm、裾径13.2cm。

在地産。 (84)の外面はヘラケズリ・ヘラミガキ、内面にはハケメ (7/cm) ・ヘラミガキが施される。

口径12.6cm・ 18.7cm。在地産。 (85) は内外而共にヘラミガキ調整が施される。口径17.8cm・ 26.8cm。

在地産。 (86) の口縁拡張部に 1条の沈線状の凹線が施される。調整はハケメ (7/ cm) ・ヘラミガキ

が見られる。口径20.2cm・ 26.1cm、器高18.7cm、裾径14.8cm。他地域産。

形態不明な高杯 (90・ 92) 口縁部が欠損のため形態不明。 (90) は内而に煤が付着していること

から、蓋への転用品と思われる。調整は内外面共にヘラミガキが施される。在地産。 (92) は小型の

脚台部。調整は内外面共にヘラミガキ、裾部内面に一部板状工具痕が見られる。裾径10.35cm。在地

産。

壷蓋A (93 ・ 94) 山形・笠形の形態をもつもの。 (93) は突起状のつまみと、 2個 1単位の円孔

を2箇所穿つ。調整は内外面共にヘラミガキが施される。黒斑あり。口径7.7cm、器高2.1cm。在地

産。 (94)の 1箇所に円孔が施される。調整は外面にハケメ (9/cm)、内面には粗いユビナデが見ら

れる。口径10.6cm。在地産。

壷蓋B (95) 天井部に面をもつ形態をもつもの。 (95) は内外面共にエ具によるナデ調整が施さ

れる。口径11.0cm、器高4.8cm、つまみ径4.2cm。在地産。

甕蓋D (102 ・ 103) 口縁端部を四角くおさめる形態をもつもの。 (102) は外面にヘラミガキ、

内面にはエ具によるナデが施される。口縁部に煤が付着している。口径15.8cm。在地産。 (103) は

外而にヘラケズリ、内面にはエ具によるナデが施される。内面口縁部に煤が付着している。口径19.9cm、

器高8.1cm、つまみ径6.0cm。在地産。

その他の蓋 (37 ・ 96 ・ 111 ~ 113) (3 7) は (38)の壷の藍として出土した。高杯脚部からの転

用品である。一部の裾部を壷の菟の径にはまるように打ち欠いている。調整は内外面共にハケメが施さ

れる。口縁部に煤が付着している。裾径12.3cm。在地産。 (96) の内面に煤が付着していることから

甕からの転用品と思われる。調整は外面にヘラミガキ、内面にはハケメ (10/cm) ・ヘラミガキが見

られる。つまみ径4.4cm。在地産。 (111~113) は高杯の脚台からの転用品。 (111) の外面はヘラミ

ガキ、脚部内面にはエ具によるナデが見られる。口縁部には煤が付着している。裾径14.4cm。在地

産。 (112)の外面にヘラケズリ・ヘラミガキ、脚部内面にはエ具によるナデが見られる。口縁部には

煤が付着している。裾径18.0cm。在地産。 (113) の脚部内面にエ具によるナデ・シボリメが見られ
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る。外面は風化のため詳細不明。裾径13.8cm。在地産。

器台 (104・ 105) 器台としたが回転台と呼ばれるものである。 (104)の調整は内外面共に粗い

クシエ具によるナデ、外面天井部はヘラミガキが施される。口径20.0cm。在地産。 (105)の口縁端

部を下方に拡張し、端面には 5条の沈線と棒状浮文が施される。調整は風化のため詳細不明。口径

26.0cm。在地産。

異形土器 (106) 鳥の形を想定させるが定かではない。調整は内外面共にハケメ (6/cm)、外面

上方にはヘラミガキが見られる。黒斑あり。器高7.6cm、底径4.6cm。在地産。

甕 (78・ 79 ・ 99~101 ・ 107~110 ・ 114~124) 口径によって、概ね20cm以内の中・小型甕と

20cm以上の大型甕とに分け、さらに口縁部から体部の調整手法と口縁形態の組合せによって細分す

る。

大型甕A (116 ・ 120~122) 口縁端部を四角くするもの (116・ 120 ・ 121)、口縁端部を丸くおさ

めるもの (122)の形態をもつもの。 (116) は「く」の字形に外反する口縁から、口縁端部はクシエ

具による刻み目が施される。調整は内外面共にハケメ (3/cm)が見られる。口径24.6cm。在地産。

(120)の口縁端部は面をもっ。調整は外面ヘラケズリ、内面にはハケメ (9/cm)が施される。黒

斑あり。口径27.2cm。在地産。 (121)の口縁端部は面をもつ。調整は内外面共にハケメ (7/ cm) 

が施される。口径26.7cm。在地産。 (122)の口縁端部は丸くおさめる。調整は外面にハケメ (7/cm)、

内外面共にヘラミガキ、外面底部にはヘラケズリが施される。口径33.4cm。在地産。

大型甕B(78 ・ 79 ・ 118 ・ 119 ・ 123) 口縁部を折り曲げて、口縁端部の下部を拡張した形態をも

つもの。 (78)は口縁端部下端にクシエ具による刻み目が施される。調整はハケメ (5/cm) ・ヘラミ

ガキが見られる。口径34.2cm。在地産。 (79) は口体部境に 1条の沈線が施される。調整は内外面共

にハケメ (7/cm) ・ヘラミガキが見られる。特に外面は分割性のあるヘラミガキ。口径38.8cm。在

地産。 (118)の調整はハケメ (9/cm) ・板状工具痕が見られる。口径42.0cm。在地産。 (119)のロ

縁端部上下に刻み目が施される。調整は外面にヘラミガキ、内面にはハケメ (5/cm) ・板状工具によ

るナデが見られる。口径49.0cm。在地産。 (123)の調整は内外面共にハケメ (2/cm・ 5/cm)が

施される。口径31.0cm、器高46.0cm、底径10.5cm。在地産。

大型甕D (117 ・ 124) 口縁端部を上下に拡張した形態をもつもの。 (117)の調整は板状工具によ

るナデ・ヘラミガキが施される。口径31.6cm。他地域産。 (124)の調整は内外面共にハケメ (5/cm・ 

11/cm)が施される。口径40.0cm。在地産。

中・小梨甕A' (99 ・ 101 ・ 107 ・ 108 ・ 110 ・ 114) 大型甕Aの形態をもつもの。 (99)は口縁端部

にクシエ具による刻み目が施される。調整は内外面共にハケメ (13/cm)が見られる。口径18.4cm。

他地域産。 (101)は小型甕。調整は外面ヘラケズリのちヘラミガキ、内面にはヘラケズリ・エ具によ

るナデが見られる。口径8.2cm、器高6.6cm、底径3.9cm。在地産。 (107)の口縁部は上方に面をも

つ。調整は内外面共にエ具によるナデ、さらに外面にはヘラミガキが施される。口径10.8cm、器高

13.3cm、底径5.0cm。在地産。 (108)の口縁端部は丸くおさめる。調整は外面に板状工具によるナデ・

ハケメ (9/cm)・ヘラミガキ、内面にはユビナデが見られる。外面に煤が付着している。口径12.0cm。

在地産。 (110)の調整は外面にハケメ (5/cm)、内面にはエ具によるナデが見られる。口径18.9cm。

在地産。 (114)の調整は内外面共にハケメ (10/cm) ・ヘラケズリが施される。内外面共に体部には

煤が付着している。口径16.6cm。在地産。

中・小型甕B' (100 ・ 109) 大型甕Bの形態をもつもの。 (100)の調整は内外面共にハケメ (4

/cm)が施される。口径17.0cm。在地産。 (109)の調整は内外面共にハケメ (4/cm) ・ヘラケズリ・
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ヘラミガキが見られる。口径13.5cm。他地域産。

中・小型甕c' （l15) 口縁端部を上方に拡張させた大型甕Cの形態をもつもの。 (115)の調整は

外面にハケメ (8/cm)、内面にはエ具痕が見られる。内外面共に煤が付着している。口径18.6cm、

器高22.6cm、底径5.6cm。在地産。

底部 (80) 鉢または甕の底部と思われる。調整は内外面共にハケメ (7/cm)が施される。黒斑

あり。底径17.7cm。在地産。
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第29固 北トレンチ出土弥生土器・土製品実測図
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北トレンチ出土弥生土器（第26・ 29 ・ 30図、図版29・ 31 ~33) 

広口壷A1 (131) 漏斗状の口頸部をもち、口縁端部をやや外方に拡張する形態をもつもの。 (131)

の口縁部端面には櫛描簾状文、下端には刻み目、頸部には同原体による直線文 (12/l.3cm)が施される。

調整は内外面共にハケメ (6/cm・ 9/cm)が見られる。口径27.2cm。在地産。

広口壷A3 (125 ・ 126 ・ 130) 筒状の頸部から外反する口縁部をもち、広口壷A1 ・ A 2形態の

口縁をさらに上下に拡張する形態をもつもの。 (125)の口縁拡張部には 2帯からなる櫛描簾状文、頸

部には同原体による直線文 (7/1.0cm)、頸体部境には簾状文が施される。調整は外面にヘラミガキ、

内面にはエ具によるナデが見られる。口径19.6cm。在地産。 (126)の口縁拡張部には 2帯からなる

櫛描簾状文とその帯間に同原体による扇形文、頸部には同原体による簾状文 (10/1.4cm)が施され

る。調整は内外面共にエ具によるナデが見られる。外面に黒斑あり。口径23.4cm。在地産。 (130)

の口縁拡張部には 2帯からなる櫛描簾状文、頸部には同原体からなる直線文 (11/1.25cm)、頸体部

境に同原体による簾状文が施される。調整は内外面共にハケメ (6/cm ・ 11/ cm)、外面にはヘラミ

ガキが見られる。口径22.0cm。在地産。

広口壷B4 (127) 頸が太く、口縁部が外反して開き、口縁部端面に文様のない形態をもつもの。

(127) はゆるやかに外反する口頸部から、口縁部外方に折返し、端部は肥厚し刻み目が施される。

調整は内外面共に板状工具によるナデが見られる。口径12.0cm。在地産。

細頸壷D2 (128)細長い筒状の口頸部をもち、口縁端部を内傾させた形態をもつもの。 (128) は

外面口縁部に簾状文手法の斜列点文・同原体による小刻みな簾状文、頸部には同原体による簾状文 (11

/l.8cm)、頸体部境には簾状文が施される。調整は内外面共にハケメ (15/cm)、内面にはユビナデ

が見られる。口径8.5cm。在地産。

鉢A3 (138) やや深く口縁部を内傾させる形態をもつもの。 (138)は口縁部が直口し、端部は

面をもつ。口縁部には円孔.6条の凹線文が施される。調整は外面ヘラミガキ・内面にはハケメ (7

/cm)が見られる。口径22.0cm。

鉢B1 (132 ・ 133) 口縁部を折り曲げて、口縁端部を下方に拡張した形態をもつもの。 (132)

は口縁部端面に櫛描簾状文、体部には同原体による簾状文 (12/I.2cm) ・簾状文手法の斜列点文が施

される。調整は内外面共にハケメ (4/cm) ・ヘラミガキが見られる。口径45.0cm。在地産。 (133)

の口縁部端面に円形の竹管文による押捺、体部にはヘラエ具による斜線文が施される。調整は内外面

共に分割性のあるヘラミガキが見られる。口径48.2cm、器高25.4cm、底径11.8cm。在地産。

脚台 (136・ 137 ・ 139) (136) は高坪の脚台。調整は外面にヘラケズリ・ヘラミガキ、内面に

はシボリメ・ヘラミガキが施される。裾径11.2cm。在地産。 (137・ 139) は台付鉢の脚台。 (137)

は脚部に10条の沈線・ 3方向からなる円孔・未完成とも思われる鋸歯文が施される。調整は外面にヘ

ラミガキ、内面にはヘラケズリ・ハケメ (7/cm)が見られる。裾部端面に黒斑あり。裾径17.2cm。

在地産。 (139)は円形竹管による穿孔が施される。調整は外面にハケメ (5/cm) ・ヘラミガキ、内

面にはエ具痕が見られる。在地産。

高坪A1 (135) 浅い椀状の杯部をもち、小型の形態をもつもの。 (135)の外面に 2・ 3 ・ 4条

の凹線文、裾部には4箇所の円孔・円形竹管文による押捺が施される。調整は外面・坪部内面ヘラミ

ガキ、脚部内面にはシボリメ・ヘラケズリが見られる。裾部に黒斑あり。口径13.5cm、器高12.5cm、

裾径7.6cm。在地産。

高杯A2 (142~ 144) 高坪Al形態の小型。 (142)の口縁部に 4条の凹線文が施される。調整

は外面・坪部内面にヘラミガキ、脚柱部内面にはシボリメ・ヘラケズリが見られる。口径22.0cm、
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器高21.3cm、裾径14.6cm。在地産。 (143) は無文である。調整は外面にヘラミガキ、内面にはハケ

メ (4/cm)が施される。内外面共に煤が付着している。口径23.5cm。在地産。 (144)の口縁部に

櫛描簾状文 (13/1.Scm)、体部にはヘラによるキザミ条文様が施される。調整は内外而共にハケメ (5

/cm)、外面はヘラミガキが見られる。口径26.0cm。在地産。

高江B2 (134) 浅い椀状の坪部から水平に張り出した口縁部、口縁端部は下方に拡張する。 (134)

は口縁拡張部に 3 条の凹線文• 3本1単位の棒状浮文を 9箇所、脚柱部に横方向に 6条の沈線を 2箇

所、その帯間に縦方向の沈線が5箇所施される。調整は外面縦方向・坪部内面に 4分割のヘラミガキ、

脚柱部内面にはシボリメが見られる。口径17.5cm・ 29.5cm。在地産。

中・小型甕A' (140 ・ 141 ・ 147) 大型甕Aの形態をもつもの。 (140)の調整は外面にハケメ・ヘ

ラミガキ、内面にはハケメ (17/cm) ・エ具によるナデが施される。外而に煤が付着している。口径

12.6cm。在地産。 (141)の調整は外面にヘラケズリ・ヘラミガキ、内面にはハケメ・エ具によるナデ、

外面底部には一定方向のヘラケズリが施される。口径12.8cm、器高22.6cm、底径6.4cm。在地産。

(147)の調整は外面にヘラミガキ、内面にはハケメ・エ具によるナデ・ヘラミガキが施される。内

外面共に煤が付着している。口径18.1cm。在地産。

中・小型甕B' (145) 大型甕Bの形態をもつもの。 (145)の調整は外面にハケメ (7/cm) ・エ

具によるナデ・ヘラミガキ、内面にはハケメ・エ具によるナデが施される。外面に黒斑あり。 14.9cm。

在地産。

中・小型甕D' (146)大型甕Dの形態をもつもの。 (146)の調整は外面にハケメ、内面口縁部には

同工具によるハケメ (5/cm)が施される。口径16.6cm。他地域産。

土製円板 (97) 壷の体部片からの転用品。周縁を打ち欠いただけの簡単なもの。表面には櫛描直

線文、裏面にはエ具によるナデが施される。在地産。

土製紡錘車 (98・ 129) 共に甕．壷からの転用品。周縁を打ち欠いただけの簡単なもの。中央に

円孔を穿つ。 (98) は内外面共にハケメ (5/cm・ 7/cm)が施される。 (129) は内外面共に風化の

ため詳細不明。

いろいろな文様 (148~163) 一部ではあるが、出土したいろいろな文様を掲載する。クシエ具に

よる簾状文・波状文・直線文・扇形文・流水文・刺突文・斜列点文・刻み目、ヘラによる斜格子文・

凹線文・沈線文・刻み目、棒状浮文などこれらを組み合わせさまざまな文様を作り出している。

いろいろな底部 (164~171) 外面底部に木の葉の圧痕をもつもの (164・ 165 ・ 168)、底部中央

に穿孔をもつもの (166・ 167 ・ 171)、底部脇に沈線をもつもの (169)、爪痕をもつもの (170)など

がある。 (148~171 第31図、図版30)

〔統計〕

西ノ辻遺跡のこれまでの報告書においても器種ごとの形態分類による記述が行われ、器種および産

地別の統計を試みられ、その形相も報告されてきた＼本調査地出土の弥生士器は、弥生時代の遺構

内だけでなく、後世の遺構や整地層、耕作関係層からも数多く出土した。しかし、今回の統計に際し

ては弥生時代の各大溝（北トレンチ大溝 1~4、南トレンチ大溝 1~3)から出土したものに限った。

器種は前記の〔形態分類〕に基づき、出土辿物のうち完形または図化したもの以外は口縁部を抽出し

て各形態別に分けて（明らかなミニチュア土器は除外）、個休数を出した。産地別については裸眼また

はスコープ（倍率30倍の実体鏡）を用い、角閃石の有無によって在地産（生駒西麓産）と他地域産

の2つに分けた。角閃石の多・少または僅少によって在地産でもさらに限定することも行われてはい

るがJ)、今同は一括しておいた。また、第43次調査の調査・整理者の協力を得て、主要遺構（士坑
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Al 25,60% 

屠
鉢 /\~ ； 2 4 IHOS 

’̂ 3 I 4 17,40ヽ
Bl l J 

゜
II ".8Dヽ

B2 2 

゜
2 8.70ヽ

B3 ？ 

゜
2 8,7閲

il‘" 2ll 3 23 10叫 — ―響 一

＾ 
l 

盃 B i 
C l 
n 

Iヽヽを 100~ 一 一
Al 5,60ヽ

直高坪 2̂ 3l 

゜
3 ”‘ 

Bl ；； 

゜
2 qoヽ

B1 
111計 5 

゜
5 I OON — 一その1也

屈計 '11 IG 90 -一 ---割合 85 60~ 14.40S 100S ---- 100S 100~ 

， 呵

77.井戸 6) 出土土器についても統計を

出してみた。統計表は『亀井（その 2)』

の表形を基に作成した。

まず今同の調査において大量の弥生土

器が出土した南トレンチ大溝2を中心に

その傾向を見てみよう。この溝は方形周

溝墓の北溝および東・西溝の各一部と考

えられ、供献土器と考えられるものもあ

ったが、大半は埋土内から出土し、上記

の方法による土器総数は775個を数えた。

機種では甕が416個体、 53.7％と半数以

上を占め、壺29.2%、鉢12.3％などとつ

づき、嵩坪は2.5％にしかすぎない。これ

に対し北トレンチ大溝 3 （総数90個）

では甕35.6%、壷33.3％であるとともに

鉢が25.6%、高杯が5.6%と若干異なる

数値がでた。この結果は、第43次調査の井戸 6が前者（甕47.7%、壷32.6%、鉢15.1%）、土坑77

は若干異なるが後者に近く言え（甕35.5%、壷25.2%、鉢36.5%）、第19次調査が甕33.4％で、壷・高

守
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、〉
#
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 ●盟

坪の計約30％としたのと類似している。土坑77が鉢の割合が高いなど各遺構の性格を考えさせるも

のもあったが、ほとんどは埋没時の埋土内からの出土であった。全体的に甕の出土量（割合）が多いこ

とは、調査地周辺が生活色の極めて濃い地域＝中期中・後半の住居域であったことを窺わせている叫

. l 
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第4表弥生土器器種・産地別表（第43次）
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また大溝2の土器は、産地別では在地産が91.1％と大半を占め、土器の供給はほとんど地元でまか

なっていたと考えられる。これは大溝3が85.6%、総大溝でも89.9％であるとともに、第43次調壺の

井戸 6は88.4%、土坑77は89％であった。これはこれまでの統計からも窺え 1)、他遺跡に比べてそ

の自給率は極めて高い 5I 0 

甕のうち小型甕が総大溝で74.3％を占め、その大半は在地産であり (94%）、大型甕も約89％が在地産

であった。これは煮沸用具として日常最も頻繁に使用していた甕（とくに小型）をほとんど身近で

作っていたことを示している。

壷のほとんどは広口壷であった（総大溝で275個、 94.4%）。そのうち口縁端部に文様を施したもの

(A・Bl~3) も多く見られたが、無文（頸・底部も含む）のものが26％と 1/4を占め、これらの

多くは在地産（約83%）であった。無文で口緑内面に円形浮文を施したいわゆる西ノ辻N地点のもの

は確認することはできなかったが、ほぽ同時期のもので後期土器への移行期を物語っている。口緑部

を垂下または上下に拡張したもの (AまたはBの1・ 3 ・ 3'ーいわゆる廉状文系土器ー）の大半は

在地産であった。（約91%）のに対し、 A2 （口縁端面に波状文・列点文など）は他地域産の割合が

多くなっていた（総大溝で22.5%）。

鉢は口縁を拡張したB1 ・ 2 （多くは廉状文が施されている）はほとんど在地産（総大溝96%）で、

無文または凹線文などの見られる口縁を拡張しないもの (A) は他地域産の割合が若干高くなってい

た（総大溝で12%）。しかし、 B形態から変形していったと思われる口縁を拡張し全而無文のもの（西

ノ辻N地点）は確認できなかった。

高杯は全体に占める割合は極めて少ないが（総大溝で2.9%）、口緑を拡張しないAには凹線文を施

したものともに無文のものも見られた。

本来なら木瑣跡における中期から後期にわたる土器の型式（様式）を再確認して系統立て、編年の
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試みも考えたが、今回の調査においては型式差を追随・立証するための極めて良好な一括資料が少な

かったこともあり、今後の課題としておきたい。

注1) a.『鬼虎川逍跡第26次 西ノ辻逍跡第18~20次調査概要報告」大阪府教育委員会 財団法人東大阪市

文化財協会 1995年。

b.「西之辻追跡第23次発掘調査報告書』東大阪市教育委員会 財団法人東大阪市文化財協会 1991年。

C. 「西ノ辻遺跡第27次・鬼虎川遺跡第32次発掘調査報告書」財団法人東大阪市文化財協会 1994年。

また、「西ノ辻遺跡ー第5次発掘調査概要報告書ー」（財団法人東大阪市文化財協会 2000年）では、

中期～後期土器を文様・調整からその変遷を見、各期の特性が論じられている。

2) 土器胎土内の角閃石の僅少なものについて、「西之辻遺跡第23次発掘調査報告書J（注1)では西ノ
辻内の製品（この周辺の地質には角閃石の含有が少ないこと）と見なし、先の「河内平野辿跡群の動

態皿」では低地産としているなど、同じ中河内の遺跡の調査報告書において異なっている。

3) 近畿自動車建設関連の瓜生堂追跡全体の弥生中期土器の器種楷成は、甕43.4%、壷19.4%、鉢7.5%

など（「河内平野辿跡跡群の動態皿j前掲）。

4) これまでの統計によると、在地産は86.6%（注 1-a)、角閃石の多：少：無の割が7: 1 : 1、す

なわち約89%（注1-c)と今回の数値はより高いが、ほぼ同じ傾向であるといえる。

5) たとえば西隣の鬼虎川遺跡では、角閃石の多：少：無の割が2: 1 : 1と、在地産75%（注 1-c)。

b.縄文土器（第32・ 33図、図版34)

本調査で出土した縄文土器は、深鉢肩部破片に突帯文が見られないことや深鉢口縁部に面取りがさ

れてあることから、その大半が晩期滋賀里w式に含まれるものと思われる。しかし、本資料は後世の
包含層や遺構に混入した状態で出土しており、出土状態に於ける一括性は認められない。ここで挙げ

る資料はその中から明らかに縄文土器であると認識出来したものを抽出したものであるため、出土し

た縄文土器の正確な数を把握したとは言い難いが、資料を型式学的な属性に従って分類した上で概観

し、若干の考察を加えたい。資料に関する本文中で触れない事項については第6表を参照されたい。

1.分類基準

出土資料は、形式と器形を甚に大別し、これ以外の諸属性から細別を試み、以下の要領で分類した。

尚、この分類に用いた名称は、報告者の任意である。

①深鉢A類：いずれも肩部が緩やかに屈曲し口頸部が外傾する器形を呈するものと考えられる。突帯

の有無や破片の部位の違い等から、次の様に細分する。 A-1類は、口縁部破片で突帯

文を有するものである (172~175 ・ 197~ 199)。これらの突帯には刻みの有無の別が見ら

れるが、突帯に刻みを有するものを a類 (172・ 173 ・ 197 ・ 198)、無刻みのものを b類

(174 ・ 175 ・ 199) としたい。口縁部破片で無文のものはA-2類とする (202)。肩部と

胴部破片はA-3類 (176~182 ・ 200 ・ 201 ・ 203 ・ 204) とする。 A-1類もしくは 2類

の肩部・胴部であると思われるが、正確な特定は出来ない。胴部外面には削りもしく条

痕が残る。尚、深鉢A類の底部形態は抽出出来なかった。

②深鉢B類：中期末～後期初頭のものと思われる。口縁部と胴部を区画する隆帯表現が見られること

から、北白川C式である可能性が高いか (208)。

③浅鉢A類：外傾する短い口頸部を有する浅鉢。黒色磨研土器からの技法上の繋がりが考えられ、器

面調整は全て磨きである。磨きは押し並べてB類よりも丁寧である。口唇部に突起を有

するものがある。 A-1類は頸部がやや長く、頸部内面段差の程度が比較的弱い (184

~186)。A-2類は頸部が短く、段差の程度が強い (183)。A-3類は肩部を一括した
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(187 ・ 188)。口縁部は残存していないが、 A-1類の肩部になるものと思われるため

A類に含める。肩部直上に沈線の有無の別が見られる。

④浅鉢B類：口唇部直下に無刻みの突帯を貼り付けるものである。器面調整は磨き又は丁寧なナデで

あり、黒色磨研土器からの技法上の繋がりが考えられる。浅鉢B類は、鬼塚遺跡等の近

接する遺跡からの出土例が多い一方で、滋賀里遺跡や口酒井遺跡からは、突帯文土器期

の遺跡でありながら出土事例が極端に少ない。生駒山西麓地域の在地的色彩の強い土器

の可能性がある。 B-1類・ 2類に細分する。 B-1類 (189・ 196)は口縁内面に段が

見られるが、 B-2類 (190・ 191 ・ 205 ・ 206) には見られない。

⑤浅鉢c類：外見は浅鉢B-2類と酷似するが、突帯を貼付する際に下からナデ上げる特徴があり、
この技法の差異から浅鉢B-2類と区別する (192~194)。

⑥浅鉢D類：大型の皿状の器形を呈すると思われるもの (207)。

⑦浅鉢E類：波状口縁方形浅鉢 (195)。

⑧その他：時期・型式が不明なもの (209・ 210)。

2.南トレンチ出土資料

172 ・ 173は、深鉢A-la類である。 172は、淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英・角閃石・雲母を

含む。外面は、ナデ調整後、口唇部直下に突帯を摘みナデて貼付している 1)。このため断面は三角形
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状を呈する。突帯は貼付後工具により押圧されている (D字刻み”)。内面にはナデ調整を施す。

口唇部上端と外端は面取りされている。 173は、明白褐色を呈し、胎土に石英・長石を含む。外面は、

ナデ調整後、口唇部下約 1cmのところに摘みナデて突帯を貼付している。突帯は貼付け後、竹管状エ

具によって押圧されており (0字刻みか）、断面は三角形状の部分と刻みにより蒲鉾状（半円形）に

なる部分がある。内面にはナデ調整が、口唇部には面取りが施される。胎土と色調から、非在地系の

土器と考えられる。

174 ・ 175は、深鉢A-lb類である。 174は、外面は淡暗黄褐色、内面は黒褐色を呈し、胎土に

石英・雲母・角閃石を含む。頸部外面には二枚貝条痕と思われる状痕調整が施され、その後に摘みナ

デにより突帯が貼付されている。突帯は無刻みである。内面はナデが、口唇部には面取りが施される。

175は、外面は黒褐色、内面は淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英・雲母・角閃石を含む。頸部外面には

二枚貝条痕と思われる状痕調整が施され、その後に摘みナデにより突帯が貼付されている。突帯は無

刻みである。内面はナデが、口唇部には面取りが施される。器面調整は174と同様である。

176~182は深鉢A-3類であり、 176~180が肩部破片、 181・ 182が胴部破片である。 176は、

淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英・角閃石・雲母を含む。外面肩部上半にはナデ調整、下半には削り調

整が残る。内面はナデ調整が施される。 177は、外面が暗茶褐色、内面が茶褐色を呈し、胎土に石英・

長石・雲母・角閃石を含む。外面頸部は丁寧なナデ、胴部には削りが残り、内面にはナデが施される。

178は、外面が淡暗黄褐色、内面が暗茶褐色を呈し、胎土に石英・角閃石・雲母を含む。外面肩部上

部はナデ調整が、下半は削り調整が施される。 179は、外面が淡黄褐色、内面が暗茶褐色を呈し、胎

土に石英・角閃石・雲母を含む。外而頸部は丁寧なナデ（もしくは磨き）、胴部には削りが残る。内面

はナデが施される。 180は、外面が黒褐色、内面が淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英・雲母・角閃石を

含む。外面頸部には丁寧なナデ、胴部には削りが、内面にはナデが残る。内面は比較的丁寧なナデ調

整が残る。肩部破片の内、 177は頸部と胴部の境が比較的明瞭だが、他は緩やかに屈曲する。 181は、

暗茶褐色を呈し、胎土に石英・雲母・赤色斑粒を含む。外面には削りが、内面には軽い磨きが施され

る。器壁が緩やかに屈曲する箇所があることから、肩部である可能性もある。 182は、暗茶褐色を呈

し、胎土に花尚岩・雲母・角閃石を含む。外面には削りの後にナデが、内面にはナデが施される。 184

~186は浅鉢A-1類である。 184は、暗茶褐色（一部茶褐色）を呈し、胎土に石英・角閃石・雲母

を含む。全面磨き調整が施され、外面頸部屈曲部と内而口縁直下にエ具調整痕が顕著に残る。 185は、

外面が暗茶褐色、内面が茶褐色を呈し、胎土に石英・角閃石・雲母を含む。全面磨き調整が施され、

内外頸部屈曲部にエ具調整痕が顕著に残る。 186は、暗茶褐色を呈し、胎土に石英・雲母を含む。全

面に磨き調整を施し、外面にエ具痕が多数残る。口唇部に突起を持つ。

183は、浅鉢A-2類である。淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英・角閃石・雲母を含む。前面磨き調

整である。口唇部に突起を持つ。

187 ・ 188は、浅鉢A-3類で、共に肩部直上に沈線を持つ。 187は、外面が暗茶褐色、内面が茶

褐色を呈し、胎土に石英・雲母を含む。全面磨き調整を施される。 188は、外面が淡暗黄褐色、内面

が暗茶褐色を呈し、胎土に石英・角閃石・雲母を含む。全面に磨き調整が施される。

189 ・ 196は、浅鉢B-1 類である。 189は、淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英•長石・雲母を含む。

内外面共に突帯貼付後磨き調整が施される。外面の突帯には接合痕が、内面のものにはエ具調整痕が

見られる。 196は、淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英・長石・角閃石・雲母を含む。外面は突帯貼付後

磨き調整を施し、突帯直上に棒状工具で凹線を施している。内面は削り調整と思われる工具調整と突

帯貼付後の磨き調整を施す。内面突帯には器面との接合痕が見られる。
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190 ・ 191は、浅鉢B-2類である。 190は淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英・長石・角閃石・雲母

を含む。外面には突帯貼付後磨きを施し、突帯直上にエ具による凹線が施される。内面には丁寧なナ

デ調整が施される。外面突帯には接合痕が残る。 191は、淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英・雲母を含

む。施文・器面調整は、 190と同様である。

192~ 194は浅鉢 c 類である。 192は、淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英•長石・角閃石・雲母を含

む。外面は突帯貼付後磨き調整が、内面にも磨き調整が施される。外面突帯には接合痕が残る。 193

は、外面は淡黄褐色、内面は淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英・角閃石・雲母を含む。外面は突帯貼付

後磨き調整が、内面にも磨き調整が施される。外面突帯には接合痕が残る。 194は、外面は淡黄褐色、

内面は淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英•長石・角閃石・雲母を含む。外面は突帯貼付後磨き調整が、

内面にも磨き調整が施される。

195は、浅鉢E類である。外面は淡灰褐色、内面は茶褐色を呈し、胎土に石英•長石・角閃石・雲

母を含む。外面に削り調整後磨き調整、内面に磨き調整を施す。肩部屈曲部に加飾は無い。

3.北トレンチ出土資料

197 ・ 198は、深鉢A-l a類である。 197は、淡茶褐色を呈し，胎土に石英・角閃石・雲母を含

む。外面は突帯貼付前にナデが施され、口唇部下約 5nlffiのところに摘みナデによって突帯を貼付した

後、箆状工具による押圧が加えられる (D字刻み）。口唇部は面取りされ、内面はナデ調整が施されて

いる。 198は、淡黄褐色を呈し、胎土に石英・長石・角閃石・雲母を含む。外面は、丁寧なナデを施

した後、摘みナデによって突帯を貼付している。突帯にはエ具による D字刻みが入る。内面にはナデ

が、口唇部には面取りが施される。

199は、深鉢A-lb類と思われる。外面が黒褐色、内面が暗茶褐色を呈し、胎土に石英・花尚岩・

雲母・角閃石を含む。外面は、突帯を摘みナデによって貼付した後、頸部を箆状工具と思われるエ具

によって磨きが施され、突帯と器面との接合痕を塞いでいる。突帯は、無刻みである。内面は丁寧な

ナデが、口唇部には丁寧なナデが施される。

202は深鉢A-2類である。外面が暗茶褐色、内面が淡暗黄褐色を呈し、胎土に花南岩・角閃石・

雲母を含む。外面の口頸部はナデが、胴部には削りが施される。内面はナデである。

200 ・ 201 ・ 203 ・ 204は、深鉢A-3類であり、 200・ 201が肩部破片、 203・ 204が胴部破片であ

る。 200は、外面が黒褐色、内面が淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英・角閃石・雲母を含む。外面には
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丁寧なナデ（もしくは磨き）が、内面にはナデが施される。 203は、外面が淡暗黄褐色、内面が暗茶

褐色を呈し、胎土に花岡岩・角閃石・雲母を含む。外面には削り痕が顕著に残り、内面には丁寧なナ

デ調整が残る。 201は、暗茶褐色を呈し，胎土に石英・角閃石・雲母を含む。外面は、胴部に削り痕

が見られるものの、基本的にナデが施される。内面は細密条痕が顕著に残る。 204は、茶褐色を呈し、

胎土に石英•長石・角閃石・雲母を含む。外面に削りが、内面にナデが施される。底部付近の胴部破

片であろう。

208は、深鉢B類である。外面が黒灰褐色、内面が暗茶褐色を呈し、胎土に花尚岩・石英・角閃

石・雲母を含む。内外面共にナデ調整が施されるが、磨滅が著しい。外面には、口縁部と胴部を区画

する隆帯を挟んで、直下に横走する凹線が、直上にL字形を呈する凹線が残る。縄文が器面に見られ

ない本資料の類例は、日本海沿岸地域に多く見られるという閻

205 ・ 206は、浅鉢B-2類である。 205は、外面が暗茶褐色、内面が暗黄褐色を呈し、胎土に石

英•長石・角閃石を含む。外面はナデが施され、突帯は貼付後下からなで上げられ0字刻みが入る。

内面はナデが、口唇部は面取りが施される。 206は、淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英・長石・花尚

岩・角閃石・雲母を含む。外面はナデが施され、突帯は摘みナデにより貼付される。内面にはナデが、

口唇部には面取りが施される。 205・ 206共に、浅手の深鉢である可能性もある。

207は、浅鉢D類である。外面が淡暗黄褐色、内面が淡黄褐色を呈し、胎土に石英・角閃石・雲母

を含む。外面には磨き、内面にはナデが施される。内面底部直上と思われる箇所にエ具痕が残る。

209 ・ 210は、時期・型式不明のものである。 209は、淡暗黄褐色を呈し、胎土に石英・花巌岩・

角閃石を含む。外面はナデが施され、突帯はナデつけられている。内面にはナデが、口唇部には面取

りが施される。家根祥多氏によると、突帯文土器出現期（（泉1990) による「鬼塚H地点下層」資料

に相当か）の波状口縁を有する土器（形式不明）の可能性があるというが判然としない。 210は、外

面が淡暗黄褐色、内面が暗茶褐色を呈し、胎土に石英・雲母・角閃石を含む。内外面共ナデ調整。内

面口唇直下に肥厚帯がある。家根氏によると、可能性としては、中期の船元式・里木式に相当するこ

とが考えられるという。

4.考察

以下、主に晩期に相当する資料を特に取り上げて記述する。

本資料は、後世の包含層等から出土しており、ローリングをうけていることから、出土状況に於い

ては一括性に乏しいと言わざるを得ない。然しながら、多少の混入があるものの、型式学的に見る限

り、後述する様に、資料の時期幅は比較的纏っていると言え、概ね滋賀里W式の範疇に収まるものと

考えられる。焼成は概ね良好で、胎土は一部を除き生駒西麓地域のものである。尚、器面調整や器形

等から、 184~186は同一個体である可能性が高い。

組成上の特徴としては、深鉢の比率が全体で浅鉢の 2倍弱と高いことが分かり、浅鉢がほとんど見

られないという長原式期より古い資料であると言えよう。型式学的には、次のことが指摘出来る。①

晩期の深鉢（深鉢A類）には、肩部突帯が存在せず、口頸部が無文もしくは口縁部に突帯が一条巡る

もののみが存在すること。②晩期の深鉢（深鉢A類）の口唇部に刻みがなく、面取りがされているも

のが多いこと。③突帯を持つ浅鉢（浅鉢B類）が顕著に見られること。④波状口緑方形浅鉢（浅鉢E

類）肩部に突帯や沈線が見られないこと。以上は滋賀里N式の特徴と言え、大半の資料がこの時期に

比定出来る可能性が高い。しかし、前述の通り、本資料は後世の包含層等から出土したものである。

型式学的に変化が追えるとされる浅鉢A類とB類とが見られ、泉氏の滋賀里w式の細分（泉1990)
による、口酒井遺跡代15層資料以前、「鬼塚遺跡H地点下層」と橿原遺跡資料両者の時期に跨る若干
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の時期幅があると思われる。

本文を纏めるに際し、（故）家根祥多・千葉豊両氏から御指導・御助言を賜りました。記して謝意を

表します。

〈註〉

l) 摘みナデによる貼付とは、突帯を器而に貼付するため、或いは、突帯の形状を整えるための作業である。突帯を指で摘ん

だまま横方向にスライドさせることにより、突帯を器面に貼付させると考えられる。突帯の上下に指によるものと思われ

るなで、痕が観察され、突帯の断面が三角形状となる特徴が見られる。

2) 技法的には押圧であるにも関わらず名称を「刻み」としているのは、先行研究の分類名称との麒姫を防ぐためである。刻

みの分類は、基本的に（中村1977、家根1982、泉・家根1985) に倣った。

3) 堅田直氏による平式C式に相当する可能性が考えられるが（堅田1966、河野1997)、ここでは平C式は北白）IIC式の範喘

に含まれるものと解釈した。尚、位置付けに関しては、家根祥多・千策盤両氏より御教示頂いた。
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第5表縄文土器集計表（単位：個）

南トレンチ 北トレンチ 計

深鉢 Ala 2 (4. I) 2 (4. I) 4 (8. 2) 

Alb 2 (4. 1) I (4. I) 3 (6. I) 

A2 0 (0. 0) I (2. 0) I (2. 0) 

A3 13 (29. 4) 7 (14 3) 20 (43. I) 

B 0 (0. 0) l (2. 0) I (2. 0) 

深鉢小計 17 (34. 7) 12 (24. 5) 29 (59. 2) 

浅鉢 Al 3 (6. I) 0 (0. 0) 3 (6 1) 

A2 I (2. O) 0 (0. 0) I (2. 0) 

A3 3 (6. I) 0 (0. 0) 3 (6. !) 

Bl 2 (4. I) 0 (0. 0) 2 (4. I) 

B2 2 (4. I) 2 (4. 1) 4 (8. 2) 

C 3 (6. I) 0 (0. 0) 3 (6. !) 

D 0 (0. 0) 1 (2. O) I (2. 0) 

E I (2. 0) o (o. o) 1 (2. 0) 

浅鉢小計 15 (30. 6) 3 (6. I) 18 (36. 7) 

不明 o (o o) 2 (4. !) 2 (4. I) 

合計 32 (65. 3) 18 (36 7) 49 (JOO. O) 

※括弧内の数値は％。小数点第二位以下四捨五入。

※本文中で取り上げない資料を含む。
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第6表拙文土器一笈
番号 地区 歴位・遺構 分類 立位 色調 （外／内） 胎土 焼成
172 南T-H 大溝2 深，~A-1a 淡暗黄褐色 石英・角閃石・雲母 良好

173 南T-H 深 A・1a 明白褐色 石英・長石 やや不良

174 南T 土坑5 深 A-lb 淡暗黄褐色／黒褐色 石英・角閃石・雲母 良好

175 南T 土坑10 深 A-1b 黒褐色／淡暗黄褐色 石英・角閃石・雲母 良好

176 南T-H 大滞2 深しA-3 淡暗黄褐色 石英・角閃石・雲母 良好

177 南T•F西 第4證 深,M・3 暗茶褐色／茶褐色 石英•長石・角閃石・雲母 良好

178 南T-H 大滞2 深鉢A-3 淡暗黄褐色／暗茶褐色 仁央・角閃石・雲母 良好

179 南T-H 大溝2? 深鉢A-3 ロB 淡黄褐色／暗茶褐色 石英・角閃石・雲母 良好

180 南T-H 大溝2 深鉢A-3 府部 黒褐色／淡黄褐色 七央・角閃石・雲母 良好

181 南T-H 大溝1 深鉢A-3 胴部 暗茶褐色 石英・雲母・赤色斑粒 良好

182 南T-F 士坑10 深鉢A-3 胴部 暗茶褐色 花尚岩・角閃石・雲母 良好

184 南T・H 大溝2? 浅鉢A-1 口 暗茶褐色（一部茶褐色） 長石・角閃石・雲母 良好

185 南T-H 大溝2 浅鉢A-1 口 暗茶褐色／茶褐色 石英・角閃石・雲母 良好

186 南T-H 大滞2? 浅鉢A-1 口 暗茶褐色 石英・雲母 艮好
183 南T-GH 第4暦等偲ii澗） 浅鉢A-2 口 淡暗黄褐色 石英・角閃石・雲母 良好

187 南T十l 大濶2? 浅鉢A-3 暗茶褐色／茶褐色 石英・雲母 良好

188 南T-H 大滞2? 浅鉢A-3 淡暗黄褐色／暗茶褐色 石英・角閃石・雲母 良好

189 南T-H 第4~下悟 浅鉢B-1 口縁 淡暗黄褐色 石英•長石・雲母 艮好
196 南T-H 大溝2 浅金 B-1 口縁部 淡暗黄褐色 石英•長石・角閃石・雲母 良好

190 南T•H 人酒2 浅企 B-2 口縁部 泄陪薮褐色 石英•長石・角閃石・雲母 良好

191 南T-H 第4展下，雁 浅＄ B-2 口録部 淡暗貧褐色 石英・雲母 良好

192 南T-H 第4恩下肘 浅i*C 口緑部 淡暗黄褐色 石英・長石・角閃石・雲母 良好

193 南T•H 大渫2 浅 本C 口緑部 淡黄褐色／淡暗黄褐色 石英・角閃石・雲母 良好

194 南T-H 大溝2 浅 本C 口級部 淡黄褐色／淡暗黄褐色 石英・長石・角閃石・雲母 良好

195 南T-H 大滞2 浅鉢E 口縁部 淡灰褐色／茶褐色 石英•長石・角閃石・雲母 良好

197 北T-1 大溝1 叫 A-1a 口緑部 淡黄褐色 石英・角閃石・雲母 良好

198 北T-G東 第2府 •第3府上原 深鉢A-1a 口縁部 淡黄褐色 石英•長石・角閃石 良好
199 北T-GHI東 第3府など 深鉢A-1b 口縁部 黒褐色／暗茶褐色 花商岩・石英・角閃石・雲母 良好

202 北T-J 落ち込み 深鉢A・2 口縁部 暗茶褐色／淡暗黄褐色

閏花石英固岩•長·石角閃·角石閃・雲石母母・雲母
良好

200 北T-1 大溝1 深鉢A-3 屑部 黒褐色／淡暗黄褐色 良好
201 北T-J 落ち込み 深鉢A-3 謁部 暗茶褐色 良好
203 tT-H 土坑 深鉢A・3 川一部 淡暗黄褐色／暗茶褐色 良好

204 tT-H 地山上面精査 深鉢A・3 II甘 茶褐色 良好

208 tT-H 弥生包含肘 溢這B Ji部 黒灰褐色／暗茶褐色 花岡岩・石英・角閃石・雲母 良好

205 ヒT-JK 大溝2 浅鉢B•2 口 ほ部 暗茶褐色／暗黄褐色 石英•長石・角閃石 良好

206 北T-K 第4~ 浅鉢B-2 口 段部 淡暗黄褐色 花岡岩•石英·角衣石・雲母 良好

207 北T-J 落ち込み 浅鉢D /IP地 淡暗黄褐色／淡黄褐色 石英・角閃石・雲B 良好

209 北T-H 土坑11 その他 口縁部 淡暗黄褐色 花尚岩•石英·角朕石 良好

210 北T-H 遺構面精査 その他 口緑部 淡暗黄褐色／暗茶褐色 石英・角閃石・雲g 良好
以 え→ア 叩 ll1-1ギが、定栢1+-Aーも弁昭m.~レ

C. 石製品（第34• 35図、図版35~37)

出土した石製品資料は、打製石器の石鏃・石槍・石錐・削器・細部調整剥片•石核、磨製石器の石

包丁・石斧、砥石などがある。石器の用途としては、武具・狩猟具・エ具・紡織具・漁榜などがあげ

られるが、このうち石鏃・石槍は狩猟と併用、磨製石器は祭祀具として用いられ、農具には石包丁、

工具には石斧．砥石などがあてられる。その他にサヌカイトの素材剥片のなかに削器とみられるもの

が多数認められる。

以下、打製石器に関しては石器タイプの分類を試み、分類項目の特徴を記載する。磨製石器に関し

ては器種ごとに個別の資料の特徴を記載する。各個体の法量・材質は表にまとめた。

打製石器（石鏃 1~ 5)は基部の形態から円基式 (1・ 4)・凸基有茎式（ 2).凸基式 (3)・不明

(5) などに分けられる。（石錐6~10) は頭部と錐部の境界が不明瞭で全体の形状が涙形に似てい

るもの (6・ 7 • 8) ・頭部と錐部の境が明瞭なもの (9• 10)などに分けられる。石槍 (11~15) は細

身で肉厚、側縁に刃潰しがみられないなどの特徴をもち、中には製作途中品も含まれる。

磨製石器（石包丁17~20)は細片ではあるが残存状況から、大型のもの (17) ・剣からの転用品 (20)、

不明 (18 • 19) などに分けられる。 (17) の紐孔は敲打によって穿かれたもの。 (18) は石剣からの転

用品で、刃部がみられないことから、製作途中と思われる。 (21) は太型蛤刃石斧の刃先。使用によ

る刃こぼれが見られる。 (22) は砥石。全面砥面として使用。 (23) は表裏面に使用による剥離、また

は敲打痕が見られることから、石斧から叩き石への転用品とも思われる。
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第7表 サヌカイト観寮表
NO 挿図 遺構 重さ(g) 種類 詳細

1 2 南トレ P35 2.85 石鏃凸基有茎式 使用による．先端部の折揖と片側側縁の刃部の刃こぽれ。

2 3 南トレ •H 3・4上 2,82 石魁凸基式 完形。基部に固定：されていたと思われる著しい麿滅痕＾

3 1 南トレ •G 第4層上面 2.06 石鉗円基式 製作途中品＾

4 4 北トレ・F第5層蹟査 495 石鏃円基式 片面関整。縦型剥片n

5 5 ヒトレ •H 第4層 5,98 石鏃 基部に製作時における欠損。表面に原面。

6 南トレ •H 第3·4上層 0. 1 6 石鏃 製作途中品．

7 北トレ・F東第4下際 16,20 石槍 I表面・側縁に原面＂製作途中品，横型剥片。

8 北トレ •G 土 12 （井戸） 7.72 石鏃円基式 I表面・側緑に原面＂製作途中品？横型曼 lj片2茎部側縁摩滅霜， 南トレ •H 第3層 11JO 石鏃 I製作途中品。翌面l:J頁面。縦型剥片。

10 南トレ •G 大溝2 11.73 石鏃 I製作途中品＾横型剥片。

11 南トレ •H 笙4層 20.45 石鏃 1製作途中の．失敗品』貴型剥片＾

12 ， 北トレ・F第3層 6.60 石錐 先螺部欠損＂表面に原而。鉗の転用品？

13 10 北トレ •G 溝• 234 石錐 I体部欠損a

14 6 北トレ •G東第4層上層 6.76 石鎧 先雌部欠!II．基部l::J阿面。先端部回転穿孔による摩滅，

15 7 南トレ •GH 第4層など（側溝） 4.49 石錐 側縁・基部に原面。先瑞部回転穿孔によるJ/I.滅＾横型剥片。
16 B 南トレ •G 大灌2東 13-44 石錐 側縁に原面横却島I片・

17 出土地不明 0,30 石錐 先嫌部のみ残存。

18 15 南トレ•井G 大漬2東 4308 石檜 両端欠損，（イ本部分残存）

19 南トレ •G 大溝2寮 16.14 石檜 両靖欠損パ先濶部分残存）

20 13 南トレ・1第4下層 21.48 I石檜 両端欠損。（先端部分残存）

21 11 北トレ •G東笙2（下部）第3層 l.!f.;4層上面） 23.48 石檜 両嬢欠損。（先端部分残存）

22 12 南トレ •H 算3·4上層 21.30 石檜 I製作途中品？

23 14 南トレ •G 第4層上面 19.44 石檜 先端部欠失＾

24 南トレ •H 3・4ト 血 石檜 製作途中品n表面・基部に原面＾

25 南トレ •F東第5層上面精査 2 2.5 7 削器 1辺の両面に刃部＾構却呂l|片

26 北トレ・F 土10 18.]5 削器 1辺lユ頁面バ辺キ欠損．1辺を片面狐認＾

27 南トレ •H 第4層 29,71 削器 1辺に原面.1辺に袂り入り。

28 南トレ大溝2つ 77.98 削器 表面に原面＾ 1辺を片面調整＾

29 南トレ •H 大i●2 35A9 石撞未製品 全体を粗く打ち掻いておわる”

30 I 南トレ •G西第4層 166.69 削器 背面に原面 1辺を刃部。

31 南トレ •F 第4層 3 3」7削器 1辺を刃部J租迎剥片n
32 南トレ •G 策4屑上面 6.4B 細部圃整剥片 背面に原面,2辺を刃部 q縦型剥片。

33 北トレ •H 遺構面精査 6.50 細部調整剥片 背面に原面と刃部＾縦型剥片ヘ

34 I 南トレ •H 第3·4上層 3 削器 1辺に原面と刃部」縦型剥片

35 北トレ •H 弥生包含隈 43 54 削器 背面に原面バ辺を刃部＾縦型剥片。

36 北トレ •G 大溝3西 13.76 削器 1辺1::1頁面．1辺を刃部J縦型ゑII片＾

37 南トレ・1算4下層 33.15 削器 1辺に原面バ辺を片面課整の刃部＾縦型剥片a

38 南トレ •G西第3•4上層 32.83 削器石核 石核剥片折損しているが、 1辺に摩演した刃部＾

39 南トレ •J 落ち込み 1 4.56 細部課整剥片 1辺に刃部．

40 北トレ・1大溝1 15.80 細部批整剥片 2辺に摩滅した刃部。

41 北トレ •G 箆4層下層 11.17 削器 片面訊整」横型'J.II片→

42 北トレ・1第4/JI 26,70 剛器石核 1辺に刃部n

43 北トレ •G東罠4層上隈 9.14 石埠 製作途中の事故品へ基部に原面＾

44 16 I 南トレ •G 第4層上面 121.47 削器石包T? 背部1コ原面e横型！剥片ー

45 南トレ・J 第3・4層 5,85楔 背部に原面 p

46 北トレ •G 大渭3西 249.45 石核母岩？ 9辺・表面に原面＾

47 北トレ •G東篤4隅 ヒ層 37.llll 削器 背面に原面n2辺を刃部＂横型剥片 n

48 北トレ・1大漕1 34.70 石核 剥片バ辺に原面。

49 北トレ •G 大溝3 1£.51 石核 剥片，芸面iゴ原面．
50 北トレ •K P114 58.77 石核 1剥片o1辺に原面。

51 南トレ •H 第4下屑 65ふ66石核 剥片＾周辺に原面，

52 北トレ •G東第2（下部）第3隅（第4隈卜面） 48.69 石核 1剥片 周^辺に原面

53 北トレ・1大渭1 23.17 右核 剥片o1辺に原面。

54 北トレ •G 大溝3 邸23石核 剥片S1辺［ユ頁面。

55 北トレ •H 第3層下層 1 B B3 石核 剥片n1辺に原面『9

56 北トレ・J_K 大灌？ 38 97 石核 剥片今1辺に原面c

57 北トレ •F東第4下層 13.67 石核 1剥片重1辺に原面．

58 I 南トレ •F東箋5層上面精査 34.33 石核 1豆l1片表面に雁面

59 北トレ •H 土坑 11 l紐9石核 剥片2完面に原面．

60 南トレ •G東第4層 97.28 石核 景l片0表面に原面n

61 南トレ •G頁第4/li!! 20.00 石枯 艮l片＾完面に原面今

62 1北トレ •I 第4際 21.18 石枯 屎l片n2辺に原面。全体に著しく風化n

63 南トレ •F 土坑10 18.13 石核 艮I片^ 2立Uこ原面。

64 l 南トレ •G. ．大溝2東 1四 4i石核 母岩から(l)gII片S2辺・完面に原面＾全体1こ著しく屈化二

65 北トレ •JK 大灌2 35;1.0 石核 母岩からの剥片"3辺に原面n全体に著しく風化c

66 北トレ・精査 3層上面及紐 B 51 石核 訓片m1辺に原．面^

67 北トレ •F 土坑西面 9.Jll 石枯 剥片。 1辺に原面。

68 南トレ •G東第4隈 9 83 石核 剥片^ 1五リこ原面。

69 南トレ •F 笙4層 232 石核 剥片"1illに原面2

70 北トレ •H 弥生包含層 40場24石核 患lI片,,辺に原面。

71 北トレ •H 第3隈下僭 3.87 石核 剥片占完面に原面c

72 北トレ •G 落ち込み上贋 19 22 石核 剥片n1辺に原面＾

73 北トレ •G 第4層下層 20 93 石核 艮I片。 1辺」こ原面e

]4 北トレ •G. 大漕項酉 1 107 石核 剥片,1辺に原面s

75 南トレ •H 大溝2 25,67 削器 1辺に原面ハ 1辺を刃部n措型忌l片。

76 北トレ •G 第4層下竪 1100 削器 1辺に原面＾ 1辺を刃部。横迎豆I片^

77 tトレ •G.亘第4隈ヒ層 2B39 削器 表面i嘩面．1illキ刃部。縦迎忌II片．

78 北トレ •G 落ち込み I- 慮 5,65 削器 2辺を刃部＾橙型晟l片^

79 北トレ・1大漕1 5 ?6 削器 1i)]を刃部ニ橙迎劉！片2

80 北トレ •G 箪4層下際 17.61 削器 2辺を片面課整の刃部。縦型最11片n

81 南トレ •H 大：12 32.97 削器（檎） 表面に原面＾墳の製作途中品？

R2 北トレ •G吉第4閣下闇 6 57 削器 1;)]に原面"1;)]を刃部=

83 南トレ •H 第3·4上層 30.99 削器 1辺に原面6 1辺を厖滅した刃部n縦型剥片＾

84 南!-lノ •G 大溝2東 53 46 削器 1辺に原面直iJJを刃部縦型邑lI片e

RS 北トレ •K P114 15J;7 剥片
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86 北トレ •JK 大潰2 19Jj6 剥片

87 南トレ •H 3・4 f- 1549 剥片

88 北トレ •G寅第4層上層 23:l.1 1昌I|片

89 南トレ •G 大灌2寛 6.71 1蜘1片

90 南トレ •G西第3·4上層 7.93 1蜘l片
91 北トレ •G寅第4層上面精査 6.96 1剥片
92 北トレ・1大潰1 6.16 I劉l片

93 北トレ •G 第4層下層 1.74 11111~ 
94 北トレ •G 第4層下欝 3.42 I剥1片

95 北トレ •H 遺檀面精査 1,80 I釦l片
96 北トレ •D西第3隈 3.04 1蜘1片

97 北トレ •D西篤3隕 8.28 1剥片
98 出士地不明 8.30 I曇l|片

99 北トレ •J 土 13 （井p ) 34.18 石棺 1111片o2辺に原面。

100 北トレ・円荀第4層 4.59 石鏃•石錐 糾作途中による未製品もしくは、事故品＾

101 北トレ •H 灌d 2.31 I最11片

102 北トレ •F P28 2.69 I曇l|片

103 北トレ・ロ野第4層 38.96 石核 副片』頁面，

104 北トレ •E 第3層 17.32. 石格 剥片。原面。

105 北トレ・戸嗣第4層 3,33 石核 履Il片^ 原面。
10B 北トレ •K 4印 3.05 細部調整剥片
107 北トレ・ロ嗣菫4閉 3.lS I最II片

108 北トレ •E 第3層 3 38 1剥片 原豆i,
109 北トレ・呵月笙4節 3fi.12 石棺 最11片。

第 8表 サヌカイトの個体別表およびグラフ

／ 南トレンチ 北トレンチ 出土地不明
総重量(g) 総数 総重量(g) 総数 総重量：（g) 総数

石鏃 59.77 7 23.24 4 
石槍 186.16 7 48.82 3 
石錐 17.93 2 20.29 4 0.30 1 
削器 693.67 13 226.82 12 
細部調整剥片 11.04 2 25.35 3 
石核 398.60 8 893.58 25 
剥片 30.19 3 101.43 14 8.30 1 
楔 5.85 1 

計 1403.21 43 1339.53 65 8.60 2 
総計 2751.34 1 10 
* N0.100重複

e:::::::J南トレンチ総重量(g)- 北トレンチ総重量(g)ー・-南トレンチ総数ー・ー北トレンチ総数

1000 30 

総 800 25 

20 総重 600

量 400 15数

(g) 200 
10 

5 

゜ ゜夜 忍 令嗽
終念拿勢硲ャ

拶 ふ‘ 令・

出土地
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d.動物遺体

西｝辻遺跡から出土した動物遺体は弥生時代から中世のもので、出土量が最も多かった時期は弥生時

代中期である。出土した動物遺体はイノシシ、シカ、ウマ、烏類とヘビであり、弥生時代中期の遺構

からは人骨が出土している。

人骨

人骨は弥生時代中期の溝のみ出土し、遺構としては北トレンチの大溝lと2、南トレンチの大溝3

である。大溝1から出土した部位は右胚骨の前縁の一部であり、大溝2からは頭蓋骨の破片が2片出

土している。大溝2から出土した骨片の断面は厚く、成人のものとおもわれる。大溝3からは胚骨、

距骨と踵骨の一部が出土し、関節面の状態から同一個体と思われ、腔骨遠位端に骨端線が見られなか

ったことより成人と思われる。

これら3カ所の遺構から出土した人骨が同一個体かどうかは不明である。

動物遺体

1. イノシシ

イノシシは出土量が最も多く、弥生時代から古墳時代以降の各層より出土している。特に出土量が

多い時期は弥生時代中期で、最小個体数は北トレンチの大溝1が右下顎骨の4、南トレンチの大

溝2が左下顎骨の3で、総計は7個体である。出土部位は下顎骨と下顎臼歯など、残存しやすい部

位が多かったが、大溝2では肩甲骨の関節裔周辺も2個体分出土している。大溝 1から出土した下顎

骨のうち2個体は歯の崩出程度から1オ前後のものと、 3オのものと推定でき、犬歯の歯槽の形態か

ら2個体ともオスの可能性が高い。溝2から出土したイノシシの下顎骨から年令推定出来たのもは1個

体であり、 3オのオスと思われる。

その他の時代では北トレンチのみ出土し、最小個体数はそれぞれ1であった。北トレンチから出土

している頭骨片は成体と思われ、層位不明の距骨は現生標本の3オのものよりやや大きかった。

今回出土したイノシシは令の推定のできた骨片は少なかったが、幼体より成体が多かった。

2. シカ

シカは弥生時代中期の南北の両トレンチからのみ出土している。角は落角も含めて10数片出土して

いるがいずれも破片であり、最小個体数には含まなかった。角には骨角器などに利用するためと思わ

れる切断痕が見られた。

南トレンチの大溝2から右腟骨の遠位部が2片出土し、最小個体数は 2である。その他は距骨が1片

のみの出土であった。

3. ウマ

ウマの出土は、古墳時代以降と中世の整地層から臼歯のエナメル質と第1胸椎が出土している。こ

れらの骨片から、体格の推定は出来なかった。

4. その他の動物遺体

哺乳類以外では小型の烏類の中手骨とヘビの椎骨が出土している。いずれも種を同定するには至ら

なかった。ヘビは8個の椎骨が交連状態で出土している。
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第9表動物遺体同定表
| 番号 問

トレ；、
地区 遺槽・層 時代 種名

出十 nn位t
偏考 計測値

子 1 1"•よ 紐伯． 駐翻1

1 北 J 落ち込み 1弥埠生～古 イノシシ 左 尺骨 滑車切痕の一部

？ 北 J 落ち込み 捐倅生～古 不明 不明 骨片 1 
l l 

3 南 J P69 弥生 不明 不明 骨片 1 

＇ 
4 北 I 大溝1 弥生中期 ヒト 右 Ill!骨 前縁mがの残一存部、 11!1!骨粗面の下部約

4e 

＇ 5 北 I 大溝1 弥生中期 シカ 不明角 角座の一部

[l 北 I 大溝1 弥生中期 シカ 不明角 破片 6

7 239 北 I 大漕9 弥生中期 イノシシ 左右 下顛骨
右下顎枝は後半分破損，左下顎 M2は賄出中， Pm2~Pm4は乳

第11表
技破1員 歯， 1は生え変わり

L 四 北 I 大漕1 弥生中期 イノシシ 左右 下顎骨 両側の下顎枝上部破損 M3は最終の咬頭が萌出始め 第11表

[l 北 I 大溝1 弥生中期 イノシシ 右 下顎骨 下顎頑 最大幅：23.53

10 北 I 大溝1 弥生中期 イノシシ 右 下顎骨
M2歯槽後半～M3歯槽前半まで残
存、 M3の歯根のみ残存

11 北 I 大溝1 弥生中期 イノシシ 右 下顎骨 ぬより後部の下顎枝の前縁

1 2 北 I 大溝1 弥生中期 イノシシ 左 下顎骨
M3（未荊出のエナメル質）と下顎枝
の一部

13 北 I 大溝1 弥生中期 イノシシ 右 下顎Pm2 後半分

| 4 北 I 大溝1 弥生中期 イノシシ 右 下顎M2 咬耗あり 近遠心径20.21.頬舌径13.47

15 北 I 大溝1 弥生中期 イノシシ 右 下顎M3 未崩出のエナメル質

16 北 I 大溝1 弥生中期 イノシシ 不明
下顎歯槽部と 2 歯は釘植，臼歯はいずれも破
臼歯 片

Iり 北↓ 大溝1 弥生中期 イノシシ 環椎 左横突起と後縁の一部破損 後弓長：19,60

1 6 北 I 大溝1 弥生中期 イノシシ 左 大腿骨 遊闊大腿骨頭

JU 北 I 大溝1 弥生中期 不明 不明 骨片

20 北 I 大溝1 弥生中期 不明 不明 骨片 多数

21 北 I 大溝1 弥生中期 不明 不明 骨片 多敷

” 
北 I 大溝1 弥生中期 不明 不明 骨片 3 

” 
北 J・K大溝2 弥生中期 ヒト 不明 頭骨片 2 

24 南 H 大溝2 弥生中期 イノシシ 右 頭頂骨 側頭線周辺

20 236 南 G 大溝2 弥生中期 イノシシ 左右 下顎骨
右下顎枝の後半分破損，左M2以

右M3の第2咬頭まで賄出， 第11表
降破損

” 
南 H 大溝2、西コーナー 祢生中湖 イノシシ 左 下顎骨とM2 Pm4~M2までの歯槽， M21ま釘植

27 南 H 大溝2、西コーナー 弥生中期 イノシシ 左 下顎骨 Pm4~M2までの菌槽

20 南 H 大溝2.西コーナー 弥生中期 イノシシ 右 下顎Pm3

9[i 南 H 大溝2、西コーナー 弥生中期 イノシシ 左 下顎M2 未萌出のエナメル質

JO 南 H 大渭2、西コーナー 弥生中期 イノシシ 左 下顎M3 未萌出のエナメル買

31 241 南 G 大溝2 弥生中期 イノシシ 左 肩甲骨
存1l11節寓から肩甲棘の基部まで残 関節嵩長：：29.91,1!11節寓幅：25.79,

関節突起最大長36,25

32 南 G 大溝2 弥生中期 イノシシ 左 潤甲骨 肩甲蘇

33 南 H•G 大溝2 祢生中期 イノシシ 左 寛骨 寛骨臼の一部

34 240 南 G 大溝2 弥生中期 シカ 左 落角 角座かでら残第存1枝部分枝部上方約
4cmま

第1枝は切断痕あり

35 24! 南 G 大溝2 弥生中期 シカ 左角 第1枝～第2枝の分枝部まで

” 
北 J•K 大溝2 弥生中期 シカ 不明角 8 うち1片は落角 1片は先雌

” 
南 H•G 大溝2 弥生中期 シカ 右 腔骨 近位 近位前後径53.54,横径55.41+

3B 243 南 G 大溝2 •東 弥生中期 シカ 右 ll!I!骨
骨幹の遠位部1/3～遠位蟷まで残

遠位蟻前後径31.88,横径39.60
存

39 南 H・G大溝2 弥生中期 シカ 右 屈骨 遠位端前半分のみ残存 遠位鳩横径：33.65

~o 24: 南 G 大渭2 弥生中期 シカ 右 距骨 GL:45.35, BL 29.61 

41 南 G 大溝2 弥生中期 イノシシ？ 不明 斥顎骨？ 破片 1

42 南 G 大溝2•東 弥生中期 シカorイノシシ 不明 顎骨 歯槽の一部

43 南 H•G 大溝2 弥生中期 シカorイノシシ 不明歯 エナメル質の破片 1

44 南 G 大潰2 祢生中期 シカorイノシシ 左 肩甲骨 下縁の一部

45 南 G 大溝2 弥生中期 シカorイノシシ 不明 肩甲骨 雇甲疎の基部

州[l 南 H・G大溝2 弥生中期 シカorイノシシ 不朗 種子骨 | 

I— I 

” 
南 H•G 大溝2 弥生中期 トリ 左 中手骨 近位

巳 南 H 大溝2、西コーナー 弥生中期 ヘビ（小型） 椎骨 B 交連状懇で出土

＇ 
4t 南 G 大渭2 弥生中期 不明 不明 骨片 1 

叩 南 H 大溝2 弥生中期 不明 不明 骨片 3 

51 南 H 大溝2 弥生中期 不明 不明 骨片 1 

5l 南 H・G大溝2 弥生中期 不明 不明 骨片 1 

印 南 H•G 大溝2 弥生中期 不明 不明 骨片 多数

出 南 H・G大溝2 弥生中期 不明 不明 骨片 3 

p$ 南 H•G 大灌2、残土 弥生中期 不明 不明 骨片 1 

5ij 南 H 大溝2` 先行トレンチ 弥生中期 不明 不明 骨片 骨角器ヤスの先靖？

59 南 I 大溝3 弥生中期 ヒト 右 屈骨 遠位部の前半分のみ残存

即 南 1 大溝3 弥生中期 ヒト 右 距骨 距滑車の前1/3から後方が残存
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: Ill色 Hヽン 地区 遺情・層 時代 種名 H土 nl" 備考 計湧1値書号 チ I~右 Ril位 註 1!1t

59 南 I 大渭3 弥生中期 ヒト 右 踵骨
復関節面から載距突起までの内
側の前半のみ残存

印 北 G 大溝3、西 弥生中期 不明 不明 長骨片 1 

DI 北 G 大溝3、西 弥生中期 不明 不明 骨片 2 

“ 
北 C P8 古墳～ イノシシ 左 頭骨片 鼻骨と前上顎骨の縫合部 成体

印 北 H 土坑11 古墳～ イノシシ 右 中心足根骨

い 南 E 土坑5 古墳～ ウマ 第1胸椎 椎体

Oi 北 F 土坑7 古墳～ 小型のトリ 不明 長骨片 1 

“ 
南 E 土坑5 古墳～ 不明 不明 骨片 ↑ 4 

07 北 H 土坑11 古墳～ 不明 不明 骨片 1 

佃 北 H P96 古墳～ 不明 不明 骨片 1 

60 北 F P33 古墳～？ 不明 不明 骨片 2 

/0 北 F東 策4下層 中世整地 ウマ 不明 臼歯片 1 

II 北 F東 第4下層 中世整地 不明 不明 骨片 1 

72 南 G 第4層上面 中世整地 不明 不明 骨片 1 

13 z 層位不明 イノシシ 左 距骨 破損が大きい 3オの渭本より大きい

第10表出士IIiI)乳類の出現頻度表

麟
上ンチ
遺1況・的
角
頭頂骨 右
頭 骨 片 左
下顎Pm2 右
下顎Pm3 右

下顎M2 右
下顎M3 右

下顎骨 右

下顎骨 左

は塁片 不明

第 1胸椎

芯骨 委
寛骨 左
大腿骨
胆骨 名
距骨 右

且巨骨 左

北弥生中・霊

大渭 9 大壻2

イノシシ
弥生～古墳古墳以降
北 北 層位不明

浮ち込み~ P8．土坑 11

こ盆J日
大清1・2 大渭2
女女

立
古墳以眸中世整地
南 北
土坑5 第4下柄

＊
 

1

2

1
ー

3

1

1
が

2

2
 

．
 

2
ー

小 1固
女~シカの角は落角の破片も出土しているため晟小個体数の推定の対象としなかった。

遺構・層

資料番号

雌1:1l

令段昭

下顎骨計測項目

下顎骨全記j) ld-ooc 
下顎枝長 M後紘より goc

goc より Pm2前紐まで

歯lll最大長 ld-M後縁

頬臼歯長 Pm1-M後縁

頬臼歯長 Pm2-M後縁

小臼歯長 Pm1-Pm4 

小臼歯長 Pm2-Pm4 

大臼歯長

C後縁よりPm2111f鼻ゑまで

下額枝高 gov-Cr 

下顎体高 (1) M 後縁

下叩体高 (2〉

下叩体高(3) Pm2の前

下顎体厚 M1-M2 

犬歯歯槽最大長

犬歯歯槽最大幅

下叩体中心長

下顎体中心高

箆1小臼歯の有無

下顎結合面下緑のくぼみ

＋ 骨端破損のため計測誤差がわずかにある。

筍 111< 弥生時代 l11期出土のイノ・ン・ンの下研11• のi|ilIl/1直衣

大溝 1 大溝 2

7 8 25 

オスつ オス？ オス

m m 

左 ・右 左 右 右
234, 60 

75 95 74. 66 

171 96 

12621+ 133 66+ 165 21 154 57+ 

92,16 97,04 120. 24 110 83 

78 83 83,57 102 14 100 77 94 80 

53.68 52.56 53 65 54 67 

3B.55 38 88 35 82 35 49 4003 

39 07 45,24 62 48 66 60 55 71 

26 47 

112 36 

42 89 48,30 50 82 52 65 45 31 

36 99 38,10 45 41 44 99 30 79 

40 92 41.41 42 91 42 63 4005 

21 25 23,65 24 98 26 61 24 78 

15 10 

9 70 

48 82+ 

20 01 

有 有 有 有 有

すきま租度 わずかに在んでいる すきま程度
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5.調査の結果

以下、調査および整理作業において知り得た本調査地と検出資料の特色を箇条書きで記しておく。

1.調査地東～中部で地山上面において北東から南西方向の流れる二筋の自然流路を検出した。流路

内からは遺物を確認できなかったが、流路埋没上の自然堆積層上面において弥生時代以後の遺梢

を検出したことから、明確な時期は不明であるが、縄文時代以前に遡るものである。

2.突帯文土器は弥生時代の遺構・中世の整地層などから、これまでの各調査地の出土量に比して多

く出土した。北部にあった埋没谷内などからも少量出土し、一部遺構も確認されてはいるが、今

回の調査地付近に縄文時代晩期の生活場＝集落があったものと思われる。

3.弥生時代では前期の資料は検出していない。中期でも前葉の資料は少なく中期中葉から後葉にか

けての遺物・遮構を大量に検出した。後期土器は中世の整地層などから出土したが、この時期の

明確な遺構は確認していない。

4. 中期の遺構は、多くのピット（柱穴など） •土坑（井戸など）とともに、集落に伴う南北方向に延

びる大溝4条、方形周溝墓などを検出した。この時代の遺構は方形周溝墓・大溝に先行するピッ

ト・溝、方形周溝墓および同時期のピットなど、大溝群とピット・土坑などの 3時期に分けるこ

とができるが、調査幅が狭く各関係については不明な点が多い。

5. 4条の南北方向の大溝のうち、北トレンチ大溝3は南トレンチに対応するものがなく、さらに北

トレンチ大溝 lは南トレンチでは方形周溝墓の周溝近くで浅くなって終焉していた。これは各大

溝より方形周溝墓の方が先行し、その存在を意識して大溝は開削されたことを示している。この

ことは周溝から出土した土器に中期前葉に遡るもの（供献土器）があることからも窺える。

6. 中期中葉から後葉にかけて大溝を伴う集落が営まれていた。各大溝には時期差は見られず、ほぼ

共存していたと考えられる。大溝群の東・西両方にピット群があり、現段階では集落を画してい

たものとするのは難しい。ただ、南トレンチの大溝3の溝内に柵列が施されていた。

7.各大溝の出土土器には後期土器は含まず、中期末に周辺の土を集めて大溝を埋め尽くした整地が

行われたようである。北トレンチ大溝 1・ 2および南トレンチ大溝3の埋土内から人骨が出土し

ており、この整地時に方形周溝墓などに伴う埋葬施設も破壊されたものと考えられる。

8.検出した弥生土器の多くは中期中葉から後葉の土器で、その大半は在地産であった。これはこの

時期西ノ辻遺跡の人々は使用した土器のほとんどを自給し、他地域との交流の少ない保守的なム

ラであったことを窺わせている。

9. 古墳時代後期には、東西 4 間、南北 2 間以上の掘立柱建物•井戸・落ち込み・ピット・土坑など

の遺構と須恵器・土師器などの遺物を検出した。南東方向に位置する第36次発掘調査地でもこの

時期の掘立柱建物が確認されており、本調査地周辺は住居地であったと考えられる。

10. 奈良•平安時代前半の出土遺物はそれほど多くないが、ピット・土坑を少数ながら検出した。こ

れは北東部に位置する第43次発掘調査地においてこの時期の井戸などの逍構と遺物が検出されて

おり、本調査地も集落の一部であったと考えられる。

11.平安時代後・末期以降を含む中世期の遺物は少なく、耕作に伴う溝以外ほとんど検出しなかった。

この間、鎌倉時代に周辺部の土を運び込んだ大掛かりな整地と、その前後の耕作跡を確認した。

耕作に伴った溝はほとんど南北・東西方向に延び、条里制施行によるものと思われる。中世期以

後、本調査地は耕作地となり、集落などの住居域ではなく生産域となった。

12. 近世期には、堤を構築し杭・石列を伴う溝を穿つなど、明確な棚田を形成して田畑として利用さ

れていた。棚田の状態は変化するものの、この状況は明治から昭和初期にまで及んでいた。
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第4章西ノ辻遺跡における歴史的景観の変遷概略ーまとめにかえて一

西ノ辻遺跡は標高 7~20mの東から西に緩傾斜している扇状地上に位置し、現在はその中央を旧東

高野街道と旧国道170号線（旧外環状線）がほぼ平行して南北方向に走り、北部にはその内に近鉄東

大阪線・第二阪奈有料自動車道路を含む国道308号線が東西方向に走って交わっている。河川として

は恩智川に注ぐ新川とこれに合流する鬼虎川が見られる。そしてこれらの周辺には住宅・会社・工場・

商店などが建ち並び、田畑はほとんど姿を消している。しかし、半世紀ほど前までは旧東高野街道沿

いなどに住居が点在していただけの、田圏風景の広がるのどかな地帯であった。今回の調査地もここ

70~80年ほどの間に、棚田→軍需関連工場→化学製品会社・工場→高層マンションと様変わりしてい

る（第36図参照）。これまでの調査から、約1000年前まで本遺跡の北部には東西方向の大きな谷筋

が存し、約2000年前には大集落が形成され、その後も場所・規模を変えながらも断続的に集落が営

まれていたことなどが明らかになり、地形を含む地域の景観は歴史的推移によって変貌してきた。

先に若松は弥生時代中期の状況について埋没谷、方形周溝墓群 (2墓地群）と集落地の推定を行な

ぃl)、吉田は第43次調査までの調査地点および調査成果を含めた一覧表を作成した 2)。また、荻田昭

次氏による昭和16・ 17年の調査地の確認3)、中西克宏氏による古墳時代の状況 ‘1)などが公になって

いる。今回、 43次におよぶ調査結果および研究成果を踏まえ、後世の削平・撹乱などをも考慮しなが

ら、本遺跡内での歴史的景観、土地利用の変遷過程について時代ごとの模式圏（第38図）を作成し、

その概要を窺っておきたい5)。

本遺跡内において歴史的景観ー地形上ーが現段階と大きく異なるのは谷の存在であり、まずこのこ

とを先に記しておこう。谷は遺跡の北部を東西に横断した谷lと、ほぽ中央を北東から南西方向に延

びていた谷2があった。谷1は遺跡東端部で北北東からほぼ西に向きを変え、蛇行しながら西端部に

至りさらに北西方向に向かっていた。全長約300m以上、幅 7~lOm、深さ2.5~3.5mを測った。途

中南岸に舌状の突出部（流れ込み）があり、南東方向から合流する谷筋（第 5・ 22 ・ 23次調査地）も

あった。谷2は第42次調査地で検出したもので、神並遺跡西部で確認されている谷筋とつながるも

のと考えられる。西側は早い段階（縄文時代以前）に埋没し、流路を南側に変えたと思われる（後世

の鬼虎川にあたるもの）。また、遺跡南部には額田谷から西方向に延びる古墳時代以前の自然流路も確

認されている（第41・ 31次調査、後の長尾川）。

第36図 西ノ辻逍跡遠望
（東より）

← 調査地に建った共同住宅
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5 i西ノ辻辿9府一咽5次兌肌叫在慨；駆糾告―・』2000Ctlt) !Ii大阪市文化財協会 2G 『U訓！燭I1文f邸！協会！闘）fl,19印年度』1叩D 011)屯人:J'l,i市文(UIII屯会

G~ 『西ノ辻迅休・鬼I，尼川辿肱ー西ノ辻遺跡第6次、第7次、第8次調査、鬼I妃川辿跡筍
i7 
『世ノ辻辿跡屯27次・鬼虎川辿跡布32次発拙，闊在報告i!f』19!)4はオ）東大阪市文化

H 18ぬ闘荘概咬報告1ドー』 1988東大阪市教育お員会 (Ut)1i［大阪市文化財協会 則協会

".!lノ辻遺跡第9次発掘閥壺糾告』 1の6 東大阪市教育妥貝会（財）東大阪市文 28~ 
『西ノ辻遺跡笥 28•四次発掘澗在報告i!t』 1叩9 明）llf大阪市文化財協会， 

化財協会 公

lO 
『西ノ辻迅跡第10次瀾在報告内一遺物面ー』 1989東大阪市教科お員会 (UI)東 30 l11SI辻迫跳ITJ30次置tt長1四 fiffl_也苔J1995叫）囮諏市"'曲1<4合
大阪市文化Ufli訟 31 ＂ぴ計改 (UlfI鮎会Ull即9iーl!J!l6年殷（I).1 1叩7(nf)東大阪1ウ文匹i協た

II 
『神並•西ノ辻・鬼虎川遺跡5舗11閲査整Pl！慨要 Jl ー東大阪市JI［右切町・ jl!j石切所在 32 『西ノ辻逍跡第32次兒梱瀾在報造』1叩6()lt)東大阪市文（はす協会

ー』 1986大阪府教脊え；員会 33 『西ノ辻遺跡第33次発畑閥ft報告．I1996(llオ）東大阪市文化財協会

JG 
『西ノ辻追跡布16次，関西報告i！ド—追物紺ー，j 1叩0東大阪市教育祐員会（財）東

34 
『東大阪市下水伐I（系発椰闘任既嬰報告1t-1991年度(1)一』 1992（財）東大阪市

大阪市文化計協会 文化財協会

『西ノ辻遺跡布17次発掘濶丘報竹背』 1989!↓［大阪市教脊む員会 (U{）屯大阪市 33 『西ノ辻追跡筍35次兒削瀾fi報告J1993 0{）東大阪市文化財協会

17 文化財協会 『西ノ辻遺跡11!17次56uil瀾itiHi告ふ．I1999 JI!ー大阪市教存；お日会 36 『西ノ辻逍跡筍あ次兒吼閲社骰告」 l994 ()lt)東大阪市文il:Jlす協会

Uす）JI［大l9灯h文イはす協会 『東大阪ili下水道事殺l関係発掘濶壺概要烈告苔ー1叩4年度一』 1叩6(Jlt)東大阪
37 
市文化財協会託lIiii• 西ノ辻・鬼虎川遠跡兌掘，関笠概如Il - ll［大阪市東―6切町・西石切町所在

18 一』 1986大阪府教if足貝会 『判 l91(1•i'!iノ辻・鬼虎川遣跡発梱，~II究慨咆Wー東大 4 1 『東大阪市叩且ば化りすう細I閥在慨什i一平成11年度ー』 2000東大阪市教脊佑員会

I 阪市東石切II|］・西石切Ill]所在一』し987大l¥>.u府教育委員会 『鬼虎川遺跡26次・ 42 本祖：
lU 西ノ辻遺跡IH~21) 次，駈9t慨 9戻悧告ー• J|［大阪市東6切・囮6切町所在ー』 1!l95 『東大阪市下水道111渫関係3雌lL11術tt既要粁l1与1F一平成 12年度一』2001東大阪市
大阪府教脊を口会 4:1 

教打去且会

第37図 各次数調壺位懺図(1/5000)（付・文献一院）
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縄文時代以前

旧石器時代の翼状剥片（第20次調査など）および縄文時代早期の押型文土器（第 7・ 43次調査）

前期相当層から掻器（第35次調査） ・中期後半から末の深鉢土器（第13・ 42次調査） ・後期土器など

は出土しているが、いずれも埋没谷内ないし後世の整地土などからである。前期以前に遡ると言われ

る土坑は検出されているものの（第35次調査）、後期以前の様相は谷筋以外不明と言わざるをえず、

今後の調査に期したい。

おぼろげながらその状況が確認できるのは縄文時代晩期からである。遺跡北部の第5・ 17次調査地

など国道308号線周辺において突帯文土器・石ヒなどの石器・土偶、中・南部の第42・ 31次調査地

からも突帯文土器・石器と溝・土坑などが検出されている。しかし、遺物の多くは後世の遺構ないし

整地土内などからの出土であり、谷 lの北岸や南岸の東よりから遺跡南西部にかけて生活域のあった

ことは窺えるが、集落などその詳細については不明である。

弥生時代

弥生時代では、前期の資料は現段階において見いだされておらず、大半は中期から後期にかけての

遺構・遺物である。遺跡の北・中部地域に多くの資料が見られ、とくに谷 l （埋没谷）内からはその

つど投棄されたこの期間の土器が大量に出土している。遺構の多くは中期中葉から後葉および後期前

葉のものが主流となっている。

中期ごろの谷lは下部約 lmほどが埋まり、谷内に護岸施設や導水用の溝・壷棺．甕棺などがみら

れた（第23次調査など）。谷 1を境にして北側と南側に方形周溝墓・土器棺などの墓域と住居域（ピ

ット・土坑・溝群）があり、谷を挟んで別集落（北集落・南集落）が営まれていたと考えられる。南

集落は第24・ 37次調査地付近に住居域、その西の第 7・ 26次調査地以西に墓域があり、住居域はさ

らに南の第42・ 43および38次調査地（大溝、井戸、ピット・土坑群）まで広がるとともに別幕域（方

形周溝墓・土器棺）をも確認し、南北約250m・東西約150m以上の大集落が形成されていたと思わ

れる。また、谷を挟んだ北集落を別ムラとするか、同ムラの別集団の集落と見るかは考慮する必要が

あり、今後の調査によって明確になろう。

南集落は巨視的に見ると、旧外環状線あたりを境として、その周辺および西側に中期資料の割合が

多く、後期資料はやや減少するもののその周辺および東側に（土器類、第43次調査の竪穴住居•土

坑・ピット、第32次の貯木場など）割合が多い。これは谷 1内に投棄された土器のうち後期土器は

旧外環状線西接の第23次調査地あたりまでしか見られないこと、西ノ辻N地点（中期末土器）は旧

外環状線より西に位置し、 I地点など（後期土器）は旧外環状線より東に位置している。これらのこ

とから後期には生活基盤が西から東へ若干移動するとともにムラも縮小化したものと考えることがで

きよう。この間、中期末には方形周溝墓の溝および大溝を埋め尽くす（第 7・ 24 ・ 42次鯛査など）整

地が広い範囲で行なわれた。

古墳時代

弥生時代後期末から古墳時代初頭の資料は確認されておらず、前期後半から中期前半にかけても谷

1内に人および動物の足跡（第20次調査など）、臼玉を内蔵した布留式土器などが確認されているも

のの（第33次調査）極めて少なく、その状況は不明である。

しかし、古墳時代中期後半から後期前半になると、遺跡北・中部に土師器・須恵器・戟式系土器・

製塩土器などの遺物、渠落関連および谷 1内東部の石組貯水遺構・木樋を伴う水利施設などが検出さ

れている。これはこの時期、谷 lの北（第27・ 28次調査地周辺）および東・西いと南（第36・ 42 

次調査周辺）に竪穴住居・掘立柱建物（ピット群）などが見られ、住居・倉庫などが点在して営まれ
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• 1 

ていたことを示している。しかし、出土遺物から見て集落の存続期間はそれほど長期的なものではな

く、その状況もあまり明確ではない。

奈良～平安時代

古墳時代末から飛鳥時代の資料はほとんど確認されておらず、奈良時代以降ふたたび人的足跡が見

られるようになる。奈良時代前半には谷1内に杭列などの水利施設が設けられ、祭祀遺物（小型海獣

葡萄鏡・ミニチュアのカマドセット・人形）が須恵器・土師器などとともに出土している（第22次

調査）が、集落状況は不明である。

奈良時代末から平安時代前半になると、谷1の両岸に須恵器・土師器（墨書土器含む）などの遺物

とピット・土坑群が見られる。とくに第43次調査ではこの時期の井戸・溝・ピット群、第42次調査

でもピットが検出されており、谷 1の北岸側（第27・ 28次調査地周辺）と、南岸では遺跡の中部付

近を中心に集落が営まれていたようである。

平安時代中・後期には、谷1北側の第28次調査地周辺にトンネルを伴う土坑やピットなどの遺構

が見られるとともに土師器・黒色土器などの遺物が出土し、遺跡の北部には集落が営まれていたよう

である。しかしとくに後期以降、中・南部地域で東西・南北方向の鋤溝を含む溝が検出されており（第

42 ・ 43次調査など）、条里制の施行を窺わせているエ遺跡の中・西部の大半は田畑化が進み、住居

などに伴う遺構はほとんど見られなくなる。

遺跡の東辺を南北方向に走る旧東高野街道は、古代の南海道の後身で、その測設は条里施行期（遅

くとも平安時代）以前と言われる直線計画道路であった二本遺跡内において道遺構は確認されてお

らず、この道がいつの時期まで遡るかは不明である。ただ、南方の市尻遺跡において旧東高野街道沿

いから側溝をもつ奈良時代の南北道が検出されていることは参考になろう 9)。東高野街道は河内国を

縦貰する唯一の南北道で、その名の示すとおり中世、とくに南北朝期以降盛行したと言われる高野詣

の道であっだ゜）。また、この道とその縁辺は南北朝および応仁の乱以降の内乱期の舞台ともなり、生

活・宗教の道であるとともに軍事の道でもあった。

鎌倉時代

平安時代末から鎌倉時代には谷1はほとんど埋没し、かろうじて南東方向から流れる自然河川とし

て残存した（第 5・ 9 ・ 22次調査など）。自然河川周辺（現・国道308号線）では掘立柱建物（ピッ

ト群）・作業所遺構•井戸・墓・土坑・溝が見られるとともに瓦器、土師器、陶磁器、ウマなどの動物

遺体、木簡などの木製品、石・鉄・土製品など多くの遺物が出土しており（第25次調査など）、遺跡

の北部地域ひきつづきに集落が営まれていた。集落はさらに北（植附遺跡）に広がっていたと思われ、

いわゆる植附村の祖形となったムラの一部と考えられる＂）。この時期、遺跡西部の広い範囲で整地が

行なわれ、中・南部一帯は整備され田畑として生産域になっていたと思われる。

室町時代

室町時代になると、遺跡北部の自然河川はその初頭期に堰状遺構（第23次調査）が構築されたり

Ii:i葛疇攣l谷、自紐 J11 〈第38図使用記号〉

住居域 Iため池 ＊ 竪穴住居、掘立柱建物
馴璽鱈〗 土取り穴 ． 井戸

水利施設 ， 木棺墓、士坑墓 ＿ 大溝餌吝翠 耕作地域 甕棺墓、壺棺墓 I白 TY←石垣、石列
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第38図

＜縄文時代以前〉

・5、9、10、13、14、16、17、22、

23、25、27、32、33次；谷 l

・ 42次；谷2

・ 35次；土坑（縄文時代前期

以前）

・ 31次；土坑、溝、ピット（縄

文時代晩期後半～末）

〈弥生時代中期〉

・5、9、10、13、14、16、17、22、

23、25、27、32、33次；谷 l

. 7、9、11、28、42次；方形周溝

募

・ 17、20、23、27、38次；甕棺慕、

壷棺墓

・ 24、42次；大溝

・ 22、32、42、43次；井戸

・ 17、23次；貯蔵穴（中期後半）

・4、24、36、37、42、43次；土坑、

ピット群

調壺成果による歴史的景観変遷模式図（区画は調査範囲）
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〈弥生時代後期〉

――
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浴直

. 5、9、10、13、14、16、17、22、

23、25、27、32、33次；谷 l

・ 43次；竪穴住居、土坑、ピッ

卜

・ 32次；貯木場（後期初頭）

〈古墳時代〉
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ヽ 国
／

. 5、9、10、13、14、16、17、22、

23、25、27、32、33次；谷 1

・ 31、41次；自然河川（谷3)

. 10、16、32次；水利施設 (5世

紀中頃～6世紀初め）

・ 22次；杭列（後期）

. 20、33次；人およぴ動物の足

跡（前期末～中期初め）

・ 36、42次；掘立柱建物

・ 28、29、36、42、43次；土坑、

ビット群
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〈奈良～平安時代〉

・5、9、10、13、14、16、17、22、

23、25、27、32、33次；谷l

・ 22次；水流調節用の杭

小型海獣葡萄鏡、人形

などの祭祀遺物出土

・ 17次；馬の埋納土坑

・ 43次；井戸（奈良時代末～

平安時代初め）

・ 41次；ピット（奈良時代～

平安時代前期）

・ 27、28、36、42、43次；土坑、

ピット群

＊条里は小字・地形図より復元

（鎌倉時代以降も変化しながら

残存）

〈鎌倉時代〉

・ 15次；自然河川

・5、9、22、25次；自然河川

・ 15次；護岸用列石

・7、20、25次；掘立柱建物

・7、9、10、16、22、29次；木棺墓

もしくは土坑墓(13世紀～14

世紀）

. 11次；作業所遺構（中期）

・ 33次；会所状逍構(12世紀後

半～13世紀）

・ 33次；集石遺構 (13世紀）

・9、17、20、22、25、28、33次；

井戸

・9、10、1l、16、17、18、20、22、

28次；ピット群
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〈室町時代〉

・3次；自然河川

・ 22次；自然河川

・ 20次；掘立柱建物

・8次；土坑墓？ （14世紀末～

15恨紀初め）

. 11、20次；配石追構

・8、11、19、20、22、23、25、28、

32、33次；井戸

・ 41次；人および有蹄動物の足

跡（後半）

・ 23次；堰状逍構

・ 22次；ため池

・8、19、20、28次；ピット群

く江戸時代〉

・ 19次；ため池、樋管

・ 32次；池

・ 21次；土取り穴

・5、21、22、42、43次；石垣、石

列

・ 41次；溝（前半）、上坑（後半）

＊鬼虎川・東高野街道沿いの集

落は明治20年版地図より推定
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く明治20年 (1887)> 

主要道路は南北に東高野街道、東西方向に暗

峠越奈良街道。
西ノ辻遺跡内およびその縁辺での染落は植附

村・額田村の各一部がみられるのみ。

く大正元年 (1912)> 

明治41~44年に石切新池を新設し、周辺の耕地
整理を実施i.l:。新池が灌漑・防災用としての役割

を果たし、新池西側周辺は掘り上げ田耕作から

区整理された田畑となった。現在、新池は埋め

立てられ高層の共同住宅が建っている。
注 「耕地整理碑」 「束大阪の石碑」（束大阪市

史沢料• 第二集）昭和44年
「中河内郡誌J大正12年

＜昭和 7年 (1932)> 

この時期までに、集落名「宿」から「西ノ辻」
へ（小字の整理による字名の改変によるものか）、

新川の開削に伴い鬼虎川の流路変更。

大阪電気軌道の開通（通称・大軌、現・近鉄

奈良線）、当時は上本町一油坂間。

＜昭和27年 (1952)> 

旧国道170号線（旧外環状線）、府道15号線
（大阪枚岡奈良線、通称・産業道路）の開通。

く平成3年 (1991)> 

特に昭和40年前後の高度成長期以後、大阪市
のベッドタウンから都市化へと変貌、現在に至る。

各路線の開通

国道170号線（外環状線）
近鉄奈良線新生駒トンネル

国道308号線新線の整備
近鉄東大阪線
阪神高速道路東大阪線の水走ランプ

第二阪奈有料自動車道路

第39図 地図に見る近代から現代への変造図 (l/50,000)
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したが、その直後には完全に埋没したようである。その後、埋没河川上面を含む遺跡の北西部から北

中部にかけて掘立柱建物（ピット群） •井戸・墓などの遺構が見られるとともに、土師器、瓦器、陶磁

器、動物遺体、木簡．漆器椀などの木製品、土・石・鉄製品などの遺物が出土しており（第14次・

鬼虎川第26次調査12)など）、この一帯に集落がひきつづき営まれていた（植附のムラの一部）。集落は

鎌倉時代と比較すると、ムラが縮小し北西・中部にかたよりながらやや北上したものと推測できる。

遺跡の北部南辺を含め、中・南部は引き続き田畑などの生産域となっていた。この時期以前にはすで

に、南東部の東高野街道沿いにムラ（後の額田村）の一端があったと思われるが不詳。

江戸時代

室町時代末期以降、遺跡の北部地域ではため池・石垣・溝などの耕作関連の遺構は検出されている

が、住居に伴うものはほとんど見られなくなる。これはそれまで遺跡北部にまで広がっていた集落が

北上し、江戸時代には近代以降の植附村の状態（本遺跡範囲内まで集落が達していない、第39

図の明治20年の地図参照）に近い形になっていたものと考えられる。また、額田村周辺については

調査例がとぽしく、現段階においては不明と言わざるを得ない。しかしこの時期にも東高野街道沿い

に東（額田寺跡）から広がる集落の一部が営まれていたと思われる。

以上、西ノ辻遺跡の範囲について歴史的景観の変遷を概観してみた。しかし、遺跡の範囲・境界は

任意に設定されたものであり、本来的には各時代・時期とも周辺の諸遺跡一鬼虎川・植附・神並・額

田寺跡・鬼塚など一の状況をも十分考慮して考察すべきものであろう。今回のものはあくまでも西ノ

辻遺跡に限った歴史的景観の変遷過程の試案と了解していただき、今後さらに広い範囲でたどられ立

体的にも復元されることを期待したい。

注 1)「西ノ辻逍跡第24次発掘調査報告」「（財）東大阪市文化財協会概報集 1988年度J財団法人東大阪市文化財協会
1989年。

2)「西ノ辻迪跡の第43次調査」「束大阪市下水道事業関係発掘調査概要報告一平成12年度ー」東大阪市教育委員会

2001年。

3)「東大阪市逍跡発見シリーズ（ 1)西ノ辻遺跡」『東大阪市文化財協会ニュース Vol.2No.IJ 1986年。

4)「西ノ辻逍跡第32次発掘調査報告』財団法人束大阪市文化財協会 1996年。

5)「甦る河内の歴史j財団法人東大阪市文化財協会 1984年。国道308号線関連の各迫跡について、その調査成果を

時代ごとに記述している。

6)東は神並造跡西瑞（第3次調査）で掘立柱建物、西は鬼虎｝1|選跡東端（第22・ 23 ・ 33次調査）で溝を伴う柵列と

掘立柱建物・竪穴住居などである。注4参照。

7)本追跡はほとんど七条内で、北辺の現・新川の東西流路線が七条と八条の条境となり、北端部は八条に入る。南

隣の暗峠越奈良街道がほぼ六条と七条の条境をなし、恩智川沿いおよび遣跡の中央には里境の南北線が走ってい

た。また、小字に四之坪・五之坪・七の坪．拾壱・拾三・拾五などの坪名が残存し、道・水路・田畑境などの現

地形（図）に条里の選制が見られる。追跡東辺をやや西にふりながら南北方向に走る東高野街道は条里と合って

おらず一日下町周辺などでは条里に規制されている一、条里施行以前の南海道と言われている（注8の文献参照）。

街道西接地および東側には条里の逍制が見られず（小字は不定形）、この地域に集落が営まれていたことを窺わ

せている（付図参照）。

8)足利健亮「畿内とその周辺 (I1)交通」 藤岡謙二郎編「日本歴史地理総説」中世編吉川弘文館 1975年。足利健

亮「日本古代地理研究J大明堂 1985年。
9)「市尻逍跡第1次発掘調査報告」「束大阪市文化財協会概報集ー1997年度ーJ財団法人東大阪市文化財協会 1998
年。

10)新城常三「中世の交通」「体系日本史叢害24』 山川出版社 1970年。

11)植附は「水走氏文書」の元弘二年 (1279)付け「藤原康政譲状」に「殖槻観音寺別当職」とあり、集落の存在を

窺わせている（「枚岡市史ー第三巻史料編ー』枚岡市役所 1966年）。

12) 『鬼虎川逍跡26次•西ノ辻逍跡18~20次調査概要報告」大阪府教育委員会財団法人東大阪市文化財協会 1995年。

〔追記〕模式図（第38圏）は若松の描想に基づき吉田が作成し、本文は両者の話し合いによってまとめたものである。
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